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○  障がい者用調査

○  一般市民用調査

○  障がい者用調査

〇　配布方法： アンケートの現物を対象者に郵送にて配布

〇　回収方法：記載済みのアンケートの現物を返信用封筒に同封してもらい回収

○  一般市民用調査

〇　配布方法：葉書に印刷したQRコードを 郵送にて配布

〇　回収方法：QRコードにてアクセスしたアンケートに回答を入力してもらい回収

配布数 回答数 回答率

　障がい者用調査 3,000 1,510 50.3%

　一般市民用調査 2,000 391 19.6%

〇　図中の"n="は、各設問の対象者数を表しています。

調　査　概　要

　本調査は、「第４期福津市障がい者計画・ 第８期福津市障がい福祉計画及び第４期福津市
障がい児福祉計画」策定の基礎資料として、市民の皆さまの日常生活の状況や福祉に関する
意識、意向などを把握することを目的として実施しました。

： 福津市在住の身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福
祉手帳及び自立支援医療受給者証の所持者などを対象に無作為
に抽出

： 福津市在住の20歳以上の市民の方を対象に無作為に抽出

調査の目的

調査対象者

○　端数処理の関係上、構成比（％）の計が100％とならないことがあります。

○　図中の構成比（％）は小数第2位以下を四捨五入したものです。

○  複数回答の設問は、すべての構成比（％）を合計すると100％を超える場合があります。

調査方法

調査期間

回収状況

報告書利用上の注意

令和８年２月２日（月）から２月28日（土）まで
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　精神障がい者以外は、全て男性の割合が高くなっています。
　「男性」が53.0％、「女性」が46.2％となっています。

障がい者用調査結果

この調査票にご回答いただく方はどなたですか。

　「本人が自分で記入」が63.1％で最も高く、次いで「家族など介助の方が代理で記入」27.9％、「そ
の他」1.4％の順となっています。
　知的障がい者及び障がい児については、本人以外による記入の割合が高くなっています。

あなた自身のことについて

問１　あなたの性別はどちらですか。

63.1

69.9

31.5

75.5

1.9

27.9

22.1

55.1

13.1

91.3

0.6

0.1

3.9

1.0

1.4

1.2

2.4

1.4

1.9

7.0

6.7

7.1

9.0

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)

本人が自分で記入 家族など介助の方が代理で記入 施設職員が代理で記入 その他 無回答

53.0

53.0

55.1

46.6

68.0

46.2

46.8

43.3

50.7

32.0

0.6

0.2

1.6

1.7

0.0

0.2

0.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)

男性 女性
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　「一級」が32.3％で最も高く、次いで「四級」22.9％、「二級」16.0％の順となっています。

問２　あなたの年齢は次のどれですか。

　身体障がい者は「65歳以上」、知的障がい者は「20～39歳」、精神障がい者は「40～64歳」が最も
高くなっています。

問３　あなたの手帳の種類、等級について、それぞれお答えください。

　「65歳以上」が56.4％で最も高く、次いで「40～64歳」23.8％、「20～39歳」11.7％の順となっていま
す。

回答者に占める各手帳所持者の割合

　身体障害者手帳所持者は全体の65.6％、療育手帳所持者は全体の8.4％、精神障害者保健福祉
手帳所持者は全体の19.2％となっています。

身体障害者手帳の等級

7.1

0.1

0.8

0.7

100.0

0.5

0.2

3.9

11.7

3.9

48.8

25.9

23.8

16.2

38.6

52.1

56.4

79.4

7.1

19.7

0.5

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)

０～17歳 18、19歳 20～39歳 40～64歳 65歳以上 無回答

32.3 16.0 13.7 22.9 6.4 7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がい者

（n=990)

一級 二級 三級 四級 五級 六級

65.6

8.4

19.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳所持者

療育手帳所持者

精神障害者保健福祉手帳

全体(n=1,510)
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療育手帳の判定

　「Ａ」判定が42.5％、「Ｂ」判定が55.1％となっています。

精神障害者保健福祉手帳の所持状況

　「二級」が50.0％で最も高く、次いで「三級」35.2％、「一級」4.5％の順となっています。

問３-１　身体障害者手帳で１～６のいずれかに○をつけた方のみお答えください。

あなたにはどのような障がいがありますか。（複数回答）

　「手足に障がいがある（上肢、下肢障がい・体幹機能障がい・運動機能障がい）」が37.8％で最も
高く、次いで「心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸などに障がいがある（内部障がい）」
34.9％、「耳に障がいがある（聴覚障がい・平衡機能障がい）」12.0％の順となっています。

7.1

12.0

5.8

37.8

34.9

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

目に障がいがある（視覚障がい）

耳に障がいがある（聴覚障がい・平衡機能障がい）

言葉に障がいがある（音声・言語・そしゃく機能障がい）

手足に障がいがある（上肢、下肢障がい・体幹機能障が

い・運動機能障がい）

心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸などに障がい

がある（内部障がい）

その他

身体障がい者

（n=990)

42.5 55.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知的障がい者
(n=127)

Ａ Ｂ

4.5 50.0 35.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神障がい者
(n=290)

一級 二級 三級
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問５　あなたは重症心身障がいの認定を受けていますか。（18歳未満の方のみ回答）

　「受けている」が11.3％、「受けていない」が86.6％となっています。

問６　あなたは難病（指定難病）の認定を受けていますか。

　「受けている」が6.8％、「受けていない」が75.0％となっています。

問４　あなたは自立支援医療受給者証を持っていますか。（複数回答）

　精神障害者保健福祉手帳の所持者のうち、精神通院医療の受給者証の所持者は83.9％となって
います。身体障害者手帳の所持者のうち、更生医療の受給者証の所持者は3.1％となっています。
障がい児のうち、育成医療の受給者証の所持者は4.1％となっています。

21.7

2.0

0.8

75.5

2.7

3.1

0.2

94.0

30.3

0.0

2.8

67.0

83.9

0.7

15.1

5.1

0.0

4.1

90.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神通院医療の受給者証を持っている

更生医療の受給者証を持っている

育成医療の受給者証を持っている

持っていない

全体… 身体障がい者… 知的障がい者… 精神障がい者… 障がい児…

6.8

7.7

2.4

2.4

15.5

75.0

70.5

84.3

83.4

83.5

18.2

21.8

13.4

14.1

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)

受けている 受けていない

11.3 86.6 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がい児
(n=103)

受けている 受けていない 無回答

 8



問７　　あなたは発達障がいとして診断されたことがありますか。

　「ある」が13.7％、「ない」が69.3％となっています。
　発達障がいとして診断されたことが「ある」は、知的障がい者で45.7％、精神障がい者で25.5％、障
がい児で63.1％となっています。

問８　あなたは、現在どのように暮らしていますか。

　「家族と暮らしている」が70.0％で最も高く、次いで「ひとりで暮らしている（自宅）」13.3％、「施設に
入所している」4.0％の順となっています。

13.7

1.0

45.7

25.5

63.1

69.3

78.9

40.2

61.4

35.9

17.0

20.1

14.2

13.1

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)

ある ない 無回答

13.3

14.5

3.9

17.9

70.0

69.1

70.9

62.4

99.0

2.8

0.8

11.8

6.6

4.0

4.3

9.4

2.1

3.1

3.2

0.8

4.8

0.9

0.9

0.0

1.7

0.0

5.8

7.1

3.1

4.5

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)

ひとりで暮らしている（自宅） 家族と暮らしている
グループホームなどで仲間と暮らしている 施設に入所している
入院している その他
無回答
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問８-1　主にどなたに介助してもらっていますか。

　「ひとりで暮らしている（自宅）」「家族で暮らしている」と回答した人の主な介助者では、「配偶者
（夫、妻）」が31.5％で最も高く、次いで「介助をしてもらう必要がない」24.9％、「親」20.9％の順となっ
　知的障がい者、障がい児は「親」が最も高くなっています。

問８で１～２のいずれかに○をつけた方のみお答えください

31.5

42.7

4.0

16.6

1.0

20.9

6.0

63.0

24.9

94.2

9.7

12.7

2.0

5.8

3.2

2.6

7.0

5.0

1.2

1.4

1.2

1.3

0.9

2.9

0.9

0.7

0.8

0.8

1.2

24.9

25.3

17.0

36.1

2.9

5.6

6.9

5.0

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=1,295)

身体障がい者

（n=851)

知的障がい者
(n=100)

精神障がい者
(n=241)

障がい児
(n=103)

配偶者（夫、妻） 親 子ども

その他の家族・親族 ホームヘルパー 福祉施設や医療機関の職員

その他 必要だが介助をしてくれる人がいない 介助をしてもらう必要がない

無回答
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主に介助されている家族や親族の方におたずねします
問８-2　何かお困りのことはありますか。（複数回答）

　「自分自身の健康が不安」が20.4％で最も高く、次いで「心身ともに疲れる」15.2％、「困っているこ
とは特にない」14.4％の順となっています。
　身体障がい者については「自分自身の健康が不安」が最も高い割合となっていますが、知的障が
い者と障がい児の介助者では「将来の見通しが立てられない」が最も高い割合となっています。

20.4

5.2

15.2

7.9

8.4

10.8

14.1

3.5

14.4

23.5

3.5

15.3

8.3

7.9

11.5

8.8

2.5

18.8

17.5

4.4

17.5

4.4

6.9

10.0

25.6

6.9

6.9

21.9

5.5

14.8

10.1

6.3

8.9

19.4

2.1

11.0

10.5

11.3

14.1

6.5

13.3

10.9

19.8

6.0

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分自身の健康が不安

仕事に出られない

心身ともに疲れる

医療費や交通費などの経済的負担が大き

い

自分の時間が持てない

自由に外出できない

将来の見通しが立てられない

その他

困っていることは特にない

全体(n=1497) 身体障がい者（n=852) 知的障がい者(n=160) 精神障がい者(n=237) 障がい児(n=248)
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主に介助されている家族や親族の方におたずねします
問８-3　あなたが、万一病気や事故等で、一時的に介助をすることができなくなった場合は、どうし
ますか。（複数回答）

　「施設（短期入所）や病院を利用する」が23.5％（前回30.3％）で最も高く、次いで「同居家族に頼
む」23.0％（前回31.6％）、「別居家族や親せきに頼む」18.4％の順となっており、｢代わりを頼めるとこ
ろ（人）がない｣ と回答した人は全体の8.1％となっています。
　身体障がい、知的障がい、精神障がいでは「施設（短期入所）や病院を利用する」の割合が高く、
障がい児では「同居家族に頼む」、「別居家族や親せきに頼む」などの割合が高くなっています。

23.0

18.4

2.0

1.3

9.2

1.2

2.0

23.5

1.7

8.1

9.7

20.3

17.8

1.5

1.5

11.5

1.0

2.5

24.9

1.2

7.1

10.9

27.0

16.5

0.9

0.0

5.2

0.9

0.0

31.3

3.5

7.8

7.0

18.2

15.4

2.1

0.7

7.0

1.4

0.0

23.1

4.2

13.3

14.7

35.0

24.3

4.5

1.7

5.1

1.7

2.8

13.6

0.6

7.9

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

同居家族に頼む

別居家族や親せきに頼む

友人・知人に頼む

近所の人に頼む

ホームヘルパーを利用する

ボランティアに頼む

介助者を雇う

施設（短期入所）や病院を利用する

その他

代わりを頼めるところ（人）がない

考えたことがない・わからない

全体(n=1115) 身体障がい者（n=680） 知的障がい者(n=115) 精神障がい者(n=143) 障がい児(n=177)
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問９　あなたは、過去１年間にどのくらい外出をしましたか。

　「ほとんど毎日」が33.8％で最も高く、次いで「週１～２回」22.3％、「週３～４回」22.1％、の順となっ
ています。
　障がい児の外出頻度は他の障がい種別に比べると特に高くなっており、知的障がい者も、身体障
がい者や精神障がい者に比べると、やや外出頻度が高くなっています。

外出等について

33.8

26.6

42.5

41.7

70.9

22.1

25.1

14.2

20.3

7.8

22.3

24.4

16.5

19.3

16.5

10.1

10.5

15.0

9.3

2.9

3.8

4.2

7.1

2.1

0.0

3.0

3.4

0.8

3.1

1.9

2.2

1.6

1.4

3.1

3.5

2.4

2.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)

ほとんど毎日 週３～４回 週１～２回 月１～２回 年に数回 ほとんど外出していない 一度も外出していない 無回答
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　問９で１～５のいずれかに○をつけた方のみお答えください
問９-1　外出の時の移動手段は何ですか。（複数回答）

　外出をしていると回答した人の移動手段では、「自家用車（家族等が運転）」が45.0％で最も高く、
次いで「徒歩」36.6％、「自家用車（自分で運転）」36.0％の順となっています。
　身体障がい者では、「自家用車（自分で運転）」、知的障がい者と障がい児では「自家用車（家族
等が運転）」、精神障がい者では「徒歩」の割合が高くなっています。

36.0

45.0

23.2

23.8

20.1

1.7

8.8

36.6

2.9

4.9

44.2

40.6

17.1

18.9

23.2

2.3

5.7

28.0

4.0

4.7

5.8

57.0

35.5

38.8

13.2

0.0

12.4

47.9

0.8

9.1

34.2

39.8

35.7

35.7

18.6

19.0

54.3

0.4

3.0

5.0

84.2

28.7

17.8

5.0

5.0

52.5

2.0

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自家用車（自分で運転）

自家用車（家族等が運転）

電車

バス

タクシー

福祉タクシー（リフト付きタクシー等）

自転車・バイク

徒歩

車いす・電動カート

その他

全体(n=1,390) 身体障がい者（n=899) 知的障がい者(n=121) 精神障がい者(n=269) 障がい児(n=101)
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問10　あなたは外出に関して、どのようなことに不便や困難を感じることが多いですか。また、外出
されない方は、外出しない（できない）理由をお答えください。（複数回答）

　「不便や困難を感じることはない」が18.2％で最も高く、次いで「道路・建物の段差や、電車・バス等
の乗り降りがたいへん」17.3％、「特に理由はない」14.6％の順となっています。
　身体障がい者では、「道路・建物の段差や、電車・バス等の乗り降りがたいへん」、知的障がい
者、障がい児では「外出先でコミュニケーションがとりにくい」、精神障がい者では「交通費の負担が
大きい」などの割合が高くなっています。

6.6

8.5

17.3

9.3

9.9

4.0

12.9

5.6

10.3

14.5

5.1

13.1

4.4

7.6

18.2

14.6

5.9

9.8

23.0

9.9

13.0

5.1

7.3

4.9

5.0

12.8

3.5

16.3

2.1

6.2

18.6

13.4

8.7

6.3

7.1

7.9

2.4

3.2

35.7

6.3

20.6

15.1

5.6

4.0

9.5

7.9

11.9

19.0

7.6

2.1

3.1

7.2

1.7

1.4

16.2

6.9

21.0

22.8

11.4

7.9

8.6

11.7

19.7

15.9

7.8

16.5

15.5

10.7

11.7

2.9

30.1

7.8

18.4

6.8

1.9

8.7

8.7

9.7

17.5

16.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

付き添ってくれる人がいない

障がい者用トイレが少ない

道路・建物の段差や、電車・バス等の乗り降りがたいへ

ん

気軽に利用できる移動手段が少ない（福祉タクシーやリ

フト付きバス等）

障がい者用の駐車スペースや手すり、スロープ、点字ブ

ロック、案内表示等、障がい者に配慮した設備が不十分

である

通路上に自転車や看板等の障害物があってとおりにくい

外出先でコミュニケーションがとりにくい

必要なときに、まわりの人の手助けや配慮が足りない

まわりの人の目が気になる

交通費の負担が大きい

外出したいが、外出するところがない

障がいが重い、体が弱い、高齢である

偏見や差別が残っている

その他

不便や困難を感じることはない

特に理由はない

全体… 身体障がい者（n=990) 知的障がい者(n=127) 精神障がい者(n=290) 障がい児…
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　問11で１に○をつけた方のみお答えください
問11-1　どの程度の頻度で参加していますか。

　スポーツや文化芸術活動などに参加している頻度では、「週に３回以上」が33.0％（前回4.8％）で
最も高く、次いで「週に１～２回程度」28.5％（前回32.9％）、「月に２～３回程度」15.3％（26.4％）の順
となっています。
　障がい児については、「週に３回以上」（前回週に１回以上）の割合が高くなっています。

問11　あなたはスポーツや文化芸術活動などに参加していますか。

　「参加しない」が74.7％で最も高く、次いで「参加している」15.3％、「参加したいが、していない」
5.6％の順となっています。

15.3

15.6

15.0

12.1

22.3

5.6

5.6

3.1

7.6

3.9

74.7

73.8

76.4

77.6

72.8

4.4

5.1

5.5

2.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)

参加している 参加したいが、していない 参加しない 無回答

33.0

27.8

21.7

50.9

40.0

28.5

31.1

21.7

25.5

23.3

15.3

16.7

17.4

10.9

13.3

9.0

11.7

13.0

0.0

5.9

3.9

13.0

5.5

8.3

8.9

13.0

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=288)

身体障がい者

（n=180)

知的障がい者
(n=23)

精神障がい者
(n=55)

障がい児
(n=30)

週に３回以上 週に１～２回程度 月に２～３回程度 月に１回程度 その他 無回答
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　問11で２～３のいずれかに○をつけた方のみお答えください
問11-3　参加していない理由を教えてください。（複数回答）

　スポーツや文化芸術活動などに参加していない理由では、「参加したくない、興味がない」が
28.5％で最も高く、次いで「どのような活動があるかわからない」24.4％、「病気・障がいが重い」
21.4％の順となっています。
　身体障がい者では、「病気・障がいが重い」、知的障がい者、精神障がい者では、「参加したくな
い、興味がない」、障がい児では、「どのような活動があるかわからない」などの割合が高くなってい
ます。

21.4

8.2

13.4

24.4

11.7

28.5

12.9

25.6

8.5

12.2

21.1

10.7

24.6

13.4

11.9

9.9

15.8

26.7

15.8

38.6

9.9

13.8

7.7

15.8

27.9

13.8

39.7

12.1

16.5

5.1

15.2

43.0

10.1

20.3

13.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病気・障がいが重い

参加するまでの移動手段がない

参加したい活動がない

どのような活動があるかわからない

曜日や時間の都合があわない

参加したくない、興味がない

その他

全体(n=1,213) 身体障がい者（n=786) 知的障がい者(n=101) 精神障がい者(n=247) 障がい児(n=79)
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　問12で１に○をつけた方のみお答えください
問12-1　あなたの就業形態はどれにあてはまりますか。

　「働いている」と回答した人の主な就業形態では、「会社などでアルバイト、パートの社員・職員とし
て働いている」が30.3％で最も高く、次いで「会社などで正社員・正職員として働いている」26.5％、
「障がい者の就労を支援する施設や作業所で福祉的就労をしている」22.5％の順となっています。
　知的障がい者や精神障がい者については、「障がい者の就労を支援する施設や作業所で福祉的
就労をしている」の割合が高くなっています。

就労・就学状況や障がい児の教育について

問12　あなたは現在、就労・就学中ですか。

　「現在は働いていないし、今後も働く予定はない」が41.7％で最も高く、次いで「働いている」
24.8％、「現在は働いていないが、今後働きたい」9.1％の順となっています。
　「現在は働いていないが、今後働きたい」と回答した人の割合が最も高かったのは精神障がい者
で、21.7％となっています。

24.8

18.2

57.5

41.7

9.1

6.2

10.2

21.7

41.7

52.7

19.7

28.3

0.0

7.7

0.6

4.7

1.4

97.1

16.8

22.3

7.9

6.9

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)

働いている 現在は働いていないが、今後働きたい
現在は働いていないし、今後も働く予定はない 現在、通園・通学中である（未就学児童を含む）
無回答

26.5

32.0

9.1

24.1

30.3

29.6

33.8

31.6

22.5

6.8

44.2

36.1

7.0

11.2

4.5

2.6

4.9

0.0

7.5

10.7

6.5

2.3

3.5

4.9

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=426)

身体障がい者

（n=206)

知的障がい者
(n=77)

精神障がい者
(n=133)

会社などで正社員・正職員として働いている
会社などでアルバイト、パートの社員・職員として働いている
障がい者の就労を支援する施設や作業所で福祉的就労をしている
自営業を営んでいる
内職・自営業の手伝いをしている
その他
無回答
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　問12で１に○をつけた方のみお答えください
問12-2　仕事のことで悩んでいることや困っていることがありますか。（複数回答）

　「働いている」と回答した人の仕事のことで悩んでいることや困っていることでは、「収入が少ない」
と「特にない」が26.1％で最も高く、次いで「職場でのコミュニケーションがうまくとれない」10.8％の順
となっています。

26.1

3.2

2.2

1.9

2.8

10.8

6.3

1.9

8.4

5.4

4.8

26.1

21.5

4.5

3.0

2.5

1.0

5.0

4.0

4.0

7.0

6.0

4.5

37.0

25.3

0.0

2.3

17.2

10.3

10.3

4.6

4.6

23.0

32.0

2.9

2.3

1.7

5.1

14.3

6.9

0.6

9.1

5.1

5.1

14.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

収入が少ない

通院や病気・障がいを理由に休みを取ることが

難しい

勤務時間の長さや時間帯が自分にあわない

仕事の内容が自分にあわない

仕事の内容が難しく、覚えるのがたいへん

職場でのコミュニケーションがうまくとれない

障がいへの理解が得にくく、人間関係が難しい

職場の設備が不十分で障がい者にあっていな

い

職場までの通勤がたいへん

障がいがない人と比べて、仕事の内容や昇進等

に差がある

その他

特にない

全体(n=463) 身体障がい者（n=200) 知的障がい者(n=87) 精神障がい者(n=175)
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問12-4　現在、あなたが通学・通園している施設はどれですか。

　「現在、通園・通学中である（未就学児童を含む）」と回答した人の施設では、「保育園、幼稚園、
児童発達支援施設」が39.5％（前回12.9％）で最も高く、次いで「特別支援学校（幼稚部、小学部、中
学部、高等部、高等部専攻科）」が20.5％（前回32.3％）、「小学校、中学校、高校の特別支援学級」
15.8％（19.4％）の順となっています。

　問12で２に○をつけた方のみお答えください
問12-3　現在、あなたが働いていない理由は何ですか。

　「現在は働いていないが、今後働きたい」と回答した人の現在、あなたが働いていない理由では、
「相談するところがわからない」が31.9％（前回11.4％）で最も高く、次いで「病気・障がいなどの治療
中である」21.6％（前回31.4％）の順となっています。
　身体障がい者及び知的障がい者は、「相談するところがわからない」、精神障がい者は、「病気・
障がいなどの治療中である」の割合が最も高くなっています。

　問12で４に○をつけた方のみお答えください

31.9

32.3

23.5

24.7

12.7

16.7

11.8

9.9

3.4

5.2

2.5

4.4

2.1

4.4

3.1

17.6

3.7

21.6

13.5

11.8

35.8

13.2

11.5

23.5

14.8

8.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=203)

身体障がい者

（n=96)

知的障がい者
(n=17)

精神障がい者
(n=81)

相談するところがわからない どんな仕事ができるかわからない

働くためにハローワークに通っているが、仕事がみつからない 面接や試験を受けているが、採用されない

家事・子育て・介護等をしている 病気・障がいなどの治療中である

その他 無回答

39.5

56.8

23.1

22.5

10.5

4.5

23.1

0.0

14.7

15.8

0.0

7.7

6.5

26.5

20.5

4.5

23.1

33.3

1.1 7.4

9.1

15.4

2.9

5.3

20.5

7.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=190)

身体障がい者

（n=44)

知的障がい者
(n=13)

精神障がい者
(n=31)

障がい児
(n=102)

保育園、幼稚園、児童発達支援施設

小学校、中学校、高校の普通学級

小学校、中学校、高校の特別支援学級

特別支援学校（幼稚部、小学部、中学部、高等部、高等部専攻科）

大学・短期大学・専門学校

その他

無回答
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　問12で４に○をつけた方のみお答えください
問12-5　学校を卒業した後の進路について、どのようにお考えですか。（複数回答）

　「現在、通園・通学中である（未就学児童を含む）」と回答した人の卒業後の進路では、「障がい者
の就労を支援する施設や作業所で福祉的就労」が23.7％で最も高く、次いで「企業などで一般就労
（障がい者雇用を含む）」14.8％、「特に希望はない」12.6％の順となっています。
　身体障がい者及び精神障がい者では、「企業などで一般就労（障がい者雇用を含む）」、知的障
がい者では、「企業などで一般就労（障がい者雇用を含む）」「障がい者の就労を支援する施設や作
業所で福祉的就労」などの割合が高くなっています。

14.8

23.7

11.1

8.9

2.2

8.9

5.9

8.1

3.7

12.6

37.5

12.5

12.5

12.5

0.0

0.0

0.0

12.5

33.3

33.3

0.0

11.1

0.0

22.2

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

16.7

0.0

33.3

0.0

9.8

25.0

12.5

8.9

2.7

8.9

5.4

9.8

2.7

14.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業などで一般就労（障がい者雇用を含む）

障がい者の就労を支援する施設や作業所で福

祉的就労

日常生活の支援（入浴・排泄・食事の介護など）

が受けられる施設への通所

自立に向けて食事や家事等の生活能力をつけ

るための訓練が受けられる施設への通所

職業能力開発校

大学や専門学校等への進学

自宅でできる仕事（家業の手伝い等を含む）

施設への入所

その他

特に希望はない

全体(n=135) 身体障がい者（n=8) 知的障がい者(n=9) 精神障がい者(n=6) 障がい児(n=112)
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　問12で４に○をつけた方の保護者にお尋ねします
問12-6　お子さんのことで相談したい内容は何ですか。（複数回答）

　「現在、通園・通学中である（未就学児童を含む）」と回答した人の相談したい内容では、「進学・就
職のこと」が20.7％（前回40.3％）で最も高く、次いで　「お子さんの将来のこと」20.0％（前回
59.7％）、「福祉サービスに関する情報を得るのが難しいこと」11.0％（前回27.4％）の順となっていま
す。

10.7

6.6

7.9

20.7

4.1

4.1

11.0

6.2

3.4

20.0

0.7

4.5

7.7

15.4

7.7

15.4

0.0

7.7

0.0

0.0

0.0

23.1

0.0

23.1

11.1

5.6

5.6

11.1

5.6

5.6

16.7

5.6

11.1

16.7

0.0

5.6

0.0

25.0

0.0

25.0

25.0

0.0

11.0

6.3

8.2

21.6

4.3

3.9

11.4

6.3

3.1

20.0

0.8

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

育児や教育のこと

医療やリハビリのこと

医療費など経済的なこと

進学・就職のこと

交通機関が利用しにくいこと

お子さんに友だちや相談相手がいないこと

福祉サービスに関する情報を得るのが難しいこ

と

お子さんを強く叱ったり、手を上げてしまったりす

ること

地域の理解を得ること

お子さんの将来のこと

その他

特にない

全体(n=290) 身体障がい者（n=13) 知的障がい者(n=18) 精神障がい者(n=4) 障がい児(n=255)
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　問12で４に○をつけた方の保護者にお尋ねします
問12-7　お子さんのことについて相談したことがありますか。

　　「現在、通園・通学中である（未就学児童を含む）」と回答した人のお子さんのことについての相
談の有無では、「相談したことがある」が73.1％、「相談したことがない」が9.3％となっています。

73.1

65.9

66.7

82.8

74.2

2.7

0.0

0.0

3.4

4.1

9.3

11.4

8.3

7.2

14.8

22.7

25.0

0.0

14.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=182)

身体障がい者

（n=44)

知的障がい者
(n=12)

精神障がい者
(n=29)

障がい児
(n=97)

相談したことがある 相談したいがしていない 相談したことがない 無回答
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　問12-7で１に○をつけた方のみお答えください
問12-8　だれに相談していますか。（複数回答）

　　「現在、通園・通学中である（未就学児童を含む）」と回答した人の相談した相手では、「保育園、
幼稚園、学校の先生」が16.6％（前回76.2％）で最も高く、次いで「家族・親戚」16.3％（前回71.4％）、
「相談支援事業所」13.4％（前回33.3％）の順となっています。

16.3

7.7

16.6

12.9

11.4

8.9

0.6

8.9

13.4

2.3

1.1

20.0

13.3

20.0

13.3

6.7

6.7

0.0

0.0

20.0

0.0

0.0

12.5

0.0

16.7

12.5

12.5

12.5

4.2

4.2

16.7

0.0

8.3

25.0

25.0

25.0

25.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

16.3

7.8

16.3

12.7

11.7

8.8

0.3

9.8

13.0

2.6

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親戚

友人・知人

保育園、幼稚園、学校の先生

医療関係者

福祉施設の職員

公的機関（市役所、保健所、児童相談所

など）

民生委員・児童委員

同じ悩みや障がいを持つ子の保護者

相談支援事業所

インターネットやSNS、AIアプリ

その他

全体(n=350) 身体障がい者（n=15) 知的障がい者(n=24) 精神障がい者(n=4) 障がい児(n=307)
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　問12-7で２～３のいずれかに○をつけた方のみお答えください
問12-9　その理由は何ですか。（複数回答）

　「現在、通園・通学中である（未就学児童を含む）」と回答した人の相談していない理由では、「相
談するところがわからないから」が40.0％で最も高く、次いで「相談しにくいから」20.0％、「相談した
い人がいないから」「相談することがないから」16.0％の順となっています。

40.0

0.0

16.0

16.0

20.0

8.0

33.3

0.0

33.3

0.0

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

33.3

0.0

33.3

0.0

33.3

0.0

46.7

0.0

6.7

20.0

13.3

13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談するところがわからないから

個人情報を知られたくないから

相談したい人がいないから

相談することがないから

相談しにくいから

その他

全体(n=25) 身体障がい者（n=6) 知的障がい者(n=1) 精神障がい者(n=3) 障がい児(n=15)
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問13　障がいのある子どもの教育環境について、必要と思うものはどれですか。（複数回答）

　「相談をしやすくすること（就学相談や進路相談など）」が34.4％で最も高く、次いで「障がいや状態
に合った指導をすること」33.2％、「障がいに配慮した施設や設備にすること」26.7％の順となってい
ます。

34.4

33.2

18.6

26.7

18.0

15.9

3.5

12.6

4.2

28.6

26.9

16.9

24.9

16.7

13.1

1.9

12.8

3.7

34.1

43.7

17.5

26.2

19.0

20.6

4.0

12.7

7.1

41.4

36.9

19.0

25.9

16.6

15.2

5.9

14.8

5.2

69.9

70.9

35.9

47.6

34.0

38.8

11.7

3.9

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談をしやすくすること（就学相談や進路相談など）

障がいや状態に合った指導をすること

校内で介助する人がいること

障がいに配慮した施設や設備にすること

子どもたち同士の交流を高くすること

放課後を過ごす場所をつくること

その他

わからない

特にない

全体(n=1,510) 身体障がい者（n=990) 知的障がい者(n=127) 精神障がい者(n=290) 障がい児(n=103)
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災害対策について

問14　あなたは、災害時にひとりで避難ができますか。

　「できる」が38.5％で最も高く、次いで「できない」36.4％、「わからない」20.3％の順となっています。
　知的障がい者、障がい児では、「できる」の割合が低くなっています。

38.5

39.4

21.3

51.0

15.5

36.4

36.7

52.0

18.6

64.1

20.3

18.0

24.4

26.9

18.4

4.9

6.0

2.4

3.4

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)

できる できない わからない 無回答
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　問14で２～３のいずれかに○をつけた方のみお答えください
問14-1　災害が起きて避難する場合、誰に支援をお願いしたいですか。（複数回答）

　「災害時にひとりで避難が「できない」「（できるかどうか）わからない」と回答した人の避難時に支
援をお願いしたい人では「同居の家族」が69.6％で最も高く、次いで「近所の人や友人」23.6％、「施
設の職員や仲間」21.9％の順となっています。

69.6

17.0

23.6

12.3

5.7

21.9

11.0

4.0

6.4

68.8

15.3

26.1

10.5

5.5

16.5

12.4

2.6

7.0

70.1

14.4

13.4

13.4

7.2

45.4

9.3

4.1

6.2

56.1

16.7

21.2

18.2

3.0

27.3

8.3

9.1

7.6

95.3

30.6

23.5

12.9

9.4

21.2

8.2

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

同居の家族

近所の別居家族や親戚

近所の人や友人

市役所

民生委員・児童委員

施設の職員や仲間

自治会等の地域住民

その他

いない

全体(n=855) 身体障がい者（n=541) 知的障がい者(n=97) 精神障がい者(n=132) 障がい児(n=85)
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問15　地震や台風等の大きな災害が起きた場合、どのようなことが心配ですか。（複数回答）

　「避難所で障がいにあった対応をしてくれるか心配である」が31.9％で最も高く。次いで「安全なと
ころまで、すぐ避難することができない」31.4％、「必要な薬が手に入らない、治療を受けられない」
30.4％の順となっています。
　知的障がい者、障がい児については、「避難所で障がいにあった対応をしてくれるか心配である」
「まわりの人とのコミュニケーションがとれない」、精神障がい者については「必要な薬が手に入らな
い、治療を受けられない」などの割合が高くなっています。

21.5

14.1

15.5

31.4

18.0

19.7

31.9

30.4

6.1

1.8

5.0

17.2

21.4

9.9

14.5

34.2

10.1

14.5

29.7

28.3

7.8

1.9

4.2

18.1

15.1

28.6

17.5

31.0

42.9

26.2

42.1

29.4

0.8

1.6

7.9

12.7

23.4

13.8

16.9

20.0

25.5

27.6

28.3

42.1

1.0

0.3

6.6

18.3

24.3

37.9

18.4

36.9

42.7

39.8

50.5

18.4

10.7

4.9

3.9

11.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正確な情報がなかなか流れてこない

救助を求めることができない

救助を求めても、すぐ来てくれる人がいない

安全なところまで、すぐ避難することができない

まわりの人とのコミュニケーションがとれない

被害状況や避難所の場所、物資の入手方法等がわからない

避難所で障がいにあった対応をしてくれるか心配である

必要な薬が手に入らない、治療を受けられない

補装具や日常生活用具（ストーマ、たん吸引器など）が使えなくなる

酸素ボンベや人工呼吸器等が使えなくなる

その他

特にない

全体(n=1510) 身体障がい者（n=990) 知的障がい者(n=127) 精神障がい者(n=290) 障がい児(n=103)
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問16　あなたは災害情報や避難情報をどのような手段で入手していますか。（複数回答）

　「テレビ・ラジオ」が65.5％で最も高く、次いで「携帯電話や災害情報メール」55.6％、「家族」37.5％
の順となっています。
　知的障がい者、障がい児については、他の障がい種別に比べ「家族」の割合が高くなっています。

問17　あなたは、災害が起きた時のために事前に準備をしていますか。

　「準備している」が26.5％、「準備していない」が67.7％となっています。

16.9

65.5

5.6

55.6

37.5

9.7

4.3

2.6

19.7

71.3

7.2

55.7

36.3

11.8

2.9

2.3

7.9

42.9

4.0

40.5

51.6

4.0

10.3

5.6

14.8

64.1

2.1

64.8

27.6

4.8

6.9

0.7

6.8

40.8

47.6

60.2

9.7

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

防災行政無線

テレビ・ラジオ

地域の自主防災組織

携帯電話や災害情報メール

家族

近所の人や友人

その他

災害情報を入手できない

全体(n=1510) 身体障がい者（n=990) 知的障がい者(n=127) 精神障がい者(n=290) 障がい児(n=103)

26.5

25.8

24.4

26.9

35.0

67.7

67.2

73.2

69.0

62.1

5.8

7.1

2.4

4.1

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1508)

身体障がい者

（n=989)

知的障がい者
(n=126)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)

準備している 準備していない 無回答
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問17-1　それはどのような内容のものですか。（複数回答）

　「災害が起きた時のために事前に準備をしている」と回答した人の準備している内容では、「食料
や水等の防災用品を用意している」が70.5％で最も高く、次いで「家族と避難方法を決めている」
43.8％、「必要な補装具、医療器具等はすぐに持ち出せるように準備している」18.5％の順となって
います。

　問17で１に○をつけた方のみお答えください

43.8

9.8

1.0

2.3

70.5

18.5

7.8

45.9

12.2

0.4

3.5

71.8

22.0

3.9

58.1

0.0

58.1

19.4

24.4

3.8

0.0

70.5

12.8

17.9

58.3

5.6

0.0

72.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族と避難方法を決めている

地域の人等と避難方法を決めている

ボランティアの人に災害時の手助けを頼んでいる

近所の人に災害時の手助けを頼んでいる

食料や水等の防災用品を用意している

必要な補装具、医療器具等はすぐに持ち出せる

ように準備している

その他

全体(n=398) 身体障がい者（n=254) 知的障がい者(n=30) 精神障がい者(n=78) 障がい児(n=36)
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問18　あなたは、災害時の市が指定する避難先を知っていますか。

　「知っている」が58.5％、「知らない」が36.0％となっています。
　知的障がい者では、「知っている」の割合がやや低くなっています。

58.5

62.8

45.7

52.4

50.5

36.0

31.3

48.0

42.8

46.6

5.5

5.9

6.3

4.8

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=1508)

身体障がい者

（n=989)

知的障がい者
(n=126)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)

知っている 知らない 無回答
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問19　災害時に、避難所などで困ると思われることは何ですか。（複数回答）

　「トイレ」が69.2％（前回61.8％）で最も高く、次いで「薬や医療」51.9％（前回50.0％）、「プライバシー
保護」43.5％（前回36.3％）の順となっています。

69.2

43.5

22.6

20.2

51.9

8.4

34.6

5.7

3.0

5.0

72.9

38.3

14.4

22.8

50.6

10.3

35.8

4.8

2.8

4.4

66.7

41.3

50.0

19.0

48.4

4.0

26.2

3.2

4.0

7.1

64.1

58.6

30.7

11.4

64.5

3.4

34.5

7.2

3.4

5.2

50.5

53.4

45.6

21.4

33.0

8.7

34.0

13.6

1.9

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

トイレ

プライバシー保護

コミュニケーション

介助や介護

薬や医療

補装具や日常生活用具（ストーマ、たん吸引器など）

感染症

その他

特にない

わからない

全体(n=1510) 身体障がい者（n=990) 知的障がい者(n=127) 精神障がい者(n=290) 障がい児(n=103)
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障がい福祉サービス等の利用について

問20　あなたは障害支援区分の認定を受けていますか。

　「受けていない」が67.2％で最も高く、次いで「区分２」2.7％、「区分３」2.4％の順となっています。
　知的障がい者では、「障害者支援区分の認定を受けている」の割合が高くなっています。

2.2

2.5

2.4

1.4

1.0

2.7

1.7

10.2

3.4

1.0

2.4

0.9

5.5

6.6

1.6

1.1

7.1

1.0

0.9

0.9

3.1

0.3

1.4

1.1

7.1

67.2

68.9

43.3

66.2

82.5

21.7

22.8

21.3

20.7

13.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 受けていない 無回答

 34



現在利用しているか

　現在利用しているサービスでは、「⑯計画相談支援」14.5％、「⑫自立訓練（機能訓練、生活訓
練）」5.8％、「⑨生活介護」5.5％などが高くなっています。

問21　あなたは次のサービスを利用していますか。また、今後利用したいと考えますか。

3.2

1.0

0.9

1.5

0.5

2.8

4.3

2.1

5.5

3.0

2.6

5.8

1.8

6.3

2.3

1.3

14.5

1.1

1.5

2.9

0.7

4.4

3.7

0.1

1.1

0.3

0.3

75.4

74.1

73.0

72.0

72.7

70.9

69.8

71.7

69.0

71.5

71.8

68.5

71.3

67.4

70.4

71.2

59.7

71.1

70.3

64.5

66.5

62.4

62.8

66.6

65.6

66.1

66.0

21.4

24.9

26.2

26.5

26.8

26.3

25.9

26.2

25.5

25.5

25.6

25.6

27.0

26.3

27.4

27.5

25.8

27.8

28.2

32.6

32.8

33.2

33.4

33.3

33.4

33.6

33.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①居宅介護（ホームヘルプ）

②重度訪問介護

③同行援護

④行動援護

⑤重度障がい者等包括支援

⑥施設入所支援

⑦短期入所（ショートステイ）

⑧療養介護

⑨生活介護

⑩自立生活援助

⑪共同生活援助（グループホーム）

⑫自立訓練（機能訓練、生活訓練）

⑬就労移行支援

⑭就労継続支援（Ａ型、Ｂ型）

⑮就労定着支援

⑯就労選択支援

⑰計画相談支援

⑱地域移行支援

⑲地域定着支援

⑳児童発達支援

㉑医療型児童発達支援

㉒放課後等デイサービス

㉓障がい児相談支援

㉔居宅訪問型児童発達支援

㉕保育所等訪問支援

㉖福祉型児童入所施設

㉗医療型児童入所施設

利用している 利用していない 無回答 n=1,510
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今後利用したいか

　今後利用したいサービスでは、「⑩自立生活援助」19.3％、「⑫自立訓練（機能訓練、生活訓練）」
19.0％、「⑰計画相談支援」18.7％などが高くなっています。

17.7

10.8

7.6

10.3

8.1

14.9

16.4

12.4

15.6

19.3

13.8

19.0

11.7

13.4

11.3

13.5

18.7

11.1

13.1

4.3

3.2

5.9

4.4

1.9

2.8

2.2

2.1

53.8

55.8

57.4

54.4

56.2

51.1

49.7

52.4

49.6

48.1

52.2

48.2

53.3

51.3

53.2

51.4

45.4

52.8

50.4

56.0

57.1

54.6

55.8

58.3

57.4

57.6

57.5

28.5

33.4

35.0

35.3

35.7

34.0

34.0

35.2

34.8

32.6

34.0

32.8

35.0

35.3

35.5

35.1

35.9

36.1

36.5

39.7

39.7

39.5

39.8

39.8

39.9

40.2

40.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①居宅介護（ホームヘルプ）

②重度訪問介護

③同行援護

④行動援護

⑤重度障がい者等包括支援

⑥施設入所支援

⑦短期入所（ショートステイ）

⑧療養介護

⑨生活介護

⑩自立生活援助

⑪共同生活援助（グループホー…

⑫自立訓練（機能訓練、生活訓…

⑬就労移行支援

⑭就労継続支援（Ａ型、Ｂ型）

⑮就労定着支援

⑯就労選択支援

⑰計画相談支援

⑱地域移行支援

⑲地域定着支援

⑳児童発達支援

㉑医療型児童発達支援

㉒放課後等デイサービス

㉓障がい児相談支援

㉔居宅訪問型児童発達支援

㉕保育所等訪問支援

㉖福祉型児童入所施設

㉗医療型児童入所施設

利用したい 利用しない 無回答 n=1,510
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　問22で１に○をつけた方のみお答えください
問22-1　該当する要介護度はどれですか。

　「要支援１」が26.2％で最も高く、次いで「要支援２」16.3％、「要介護２」14.2％の順となっています。

問22　あなたは介護保険によるサービスを利用していますか。

　「利用している」が16.9％、「利用していない」が75.3％となっています。

16.9

23.6

4.7

5.2

75.3

67.5

87.4

88.6

7.8

8.9

7.9

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

利用している 利用していない 無回答

26.2

15.8

71.1

16.3

18.5

10.5

9.8

10.6

5.3

14.2

16.2

8.3

5.3

12.6

15.5

0.0

11.4

12.8

2.6

6.2

7.5

3.4

3.0

8.3

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=325)

身体障がい者

（n=265)

知的障がい者
(n=12)

精神障がい者
(n=38)

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 無回答
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情報収集について

問23　あなたはふだん、携帯電話やスマートフォン、メール、インターネットを使っていますか。

　「よく使っている」が46.5％（前回38.4％）で最も高く、次いで「使っていない」27.2％（前回30.2％）、
「ときどき使っている」21.7％（前回24.5％）の順となっています。
　知的障がい者、障がい児の使用率が低く、精神障がい者の使用率がやや高くなっています。

46.5

42.5

42.5

64.5

38.8

21.7

23.9

14.2

16.2

24.3

27.2

28.3

38.6

15.5

35.9

4.6

5.3

4.7

3.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)

よく使っている ときどき使っている 使っていない 無回答
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問24　市が実施しているいろいろな福祉施策についての情報は何で知りますか。（複数回答）

　「市の広報誌、ホームページ」が39.8％（前回41.4％）で最も高く、次いで「市役所の福祉担当窓口」
21.8％（前回14.1％）、「家族・友人・知人」19.7％（前回19.3％）の順となっています。

21.8

39.8

5.7

2.4

4.8

7.0

1.7

11.3

3.3

19.7

1.9

9.8

10.1

2.1

19.5

21.7

43.8

3.6

3.2

4.7

2.8

1.6

10.2

2.6

18.8

0.1

6.4

8.7

1.7

17.6

16.5

25.2

12.6

2.4

13.4

3.9

6.3

6.3

27.6

4.7

22.8

7.9

1.6

24.4

24.5

35.5

8.3

0.7

5.5

10.7

1.4

18.6

5.5

14.5

0.7

12.1

13.4

3.8

22.8

21.4

31.1

9.7

5.8

28.2

1.0

7.8

0.0

33.0

18.4

20.4

16.5

23.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市役所の福祉担当窓口

市の広報誌、ホームページ

障がい者相談員

民生委員・児童委員

ホームヘルパーや訪問看護師

相談支援事業所

所属している団体の会合や会報

病院・お医者さん・薬局

社会福祉協議会

家族・友人・知人

学校・職場

福祉施設の職員

インターネットのサイトやブログ

その他

特にない

全体… 身体障がい者… 知的障がい者… 精神障がい者… 障がい児…
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　知的障がい者、精神障がい者では、「親しく付き合っている」の割合が低くなっています。

地域での生活について

問25　あなたは、現在どの程度近所付き合いをしていますか。

　「付き合いはしているがそれほど親しくはない」が37.4％で最も高く、次いで「全く付き合っていな
い」36.8％、「わりと親しく付き合っている」17.3％の順となっています。

3.8

4.9

0.0

1.7

3.9

17.3

20.6

11.0

10.3

12.6

37.4

41.7

19.7

29.7

38.8

36.8

27.6

63.8

53.4

44.7

4.8

5.2

5.5

4.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)

とても親しく付き合っている わりと親しく付き合っている 付き合いはしているがそれほど親しくはない 全く付き合っていない 無回答
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問26　あなたは、地域で手助けしてほしいと思うことがありますか。（複数回答）

　「特にない」が58.6％で最も高く、次いで「災害時の手助けをしてほしい」21.2％、「安否確認の声か
けをしてほしい」10.8％の順となっています。

10.8

5.0

5.0

3.2

4.8

21.2

1.6

58.6

9.7

3.3

4.9

2.6

4.5

21.3

1.1

57.6

11.8

6.3

2.4

1.6

3.9

18.9

1.6

60.6

11.4

10.3

6.9

5.9

6.2

20.0

2.1

60.7

18.4

3.9

3.9

2.9

4.9

26.2

4.9

60.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安否確認の声かけをしてほしい

話し相手になってほしい

買い物の手伝いをしてほしい

家事の手伝いをしてほしい

通院など外出の手伝いをしてほしい

災害時の手助けをしてほしい

その他

特にない

全体
(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)
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問27　あなたは日頃どのような地域活動に参加していますか。（複数回答）

　「参加していない」が72.2％で最も高く、次いで「自治会の活動」14.5％、「老人クラブの活動」3.3％
の順となっています。

14.5

0.6

1.3

0.4

2.2

3.3

3.2

2.3

72.2

16.9

0.1

0.3

0.5

1.8

4.9

3.2

2.2

69.0

5.5

0.0

1.6

7.1

0.0

1.6

1.6

80.3

9.0

0.3

1.7

1.7

0.3

3.4

3.4

78.3

18.4

6.8

8.7

1.0

3.9

75.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自治会の活動

ＰＴＡ活動

子ども会などの活動

婦人団体の活動

障がい者団体の活動

老人クラブの活動

ボランティア活動

その他

参加していない

全体
(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)
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問28　あなたが地域で行われる行事や余暇活動に参加しようとした場合、その妨げとなることはあ
りますか。（複数回答）

　「特にない」が32.7％で最も高く、次いで「健康や体力に自信がない」27.5％、「コミュニケーションが
難しい」16.1％の順となっています。
　知的障がい者、障がい児では、「コミュニケーションが難しい」、精神障がい者では、「健康や体力
に自信がない」などの割合が高くなっています。

15.6

10.2

14.5

5.6

27.5

16.1

14.8

3.8

32.7

12.2

7.6

10.9

5.5

31.1

9.4

13.8

3.8

35.8

19.7

11.8

23.6

4.7

9.4

34.6

15.7

0.0

28.3

22.8

13.1

21.4

6.9

29.7

23.8

17.9

5.2

24.5

23.3

25.2

18.4

4.9

9.7

35.9

14.6

3.9

32.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どのような活動が行われているかわからない

気軽に参加できる活動が少ない

一緒に活動する友人・仲間がいない

活動場所が近くにない・移動手段がない

健康や体力に自信がない

コミュニケーションが難しい

参加したくなるようなものがない

その他

特にない

全体
(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)
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これからの暮らしのことについて

問29　あなたが暮らしていくなかで、特に心配なことはありますか。（〇は３つまで）

　「健康」が50.1％で最も高く、次いで「生活費」30.5％、「医療」30.0％の順となっています。
　身体障がい者では、「健康」、知的障がい者、障がい児では、「親や配偶者に先立たれること」、精
神障がい者では、「生活費」「健康」などの割合が高くなっています。

14.2

4.0

50.1

30.5

30.0

11.0

3.6

2.5

2.6

23.8

5.4

9.4

2.7

16.4

10.0

0.9

56.4

25.2

33.5

4.8

3.2

1.7

0.8

19.1

3.9

8.7

2.0

18.8

13.4

10.2

32.3

27.6

18.1

15.7

4.7

3.1

3.9

44.9

3.9

11.8

3.9

11.8

26.2

9.7

46.2

47.6

25.9

22.4

4.5

5.5

6.2

24.8

5.9

7.2

4.1

11.4

21.4

9.7

22.3

37.9

22.3

32.0

2.9

0.0

8.7

39.8

19.4

19.4

3.9

12.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住まい

結婚

健康

生活費

医療

仕事

近所とのつきあい

親族とのつきあい

職場でのつきあい

親や配偶者に先立たれること

生活を続けていくためのサービスが不十分なこと

身のまわりの手助けをしてくれる人がいるかどうかわからないこと

その他

特に心配はない

全体
(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)
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問30　困った時などに、いつも相談する相手は誰ですか。（複数回答）

　「家族・友人・知人」が67.8％で最も高く、次いで「病院・お医者さん・薬局」21.7％、「市役所の福祉
担当窓口」13.6％の順となっています。

13.6

4.5

2.3

6.4

8.1

0.7

21.7

2.1

67.8

5.0

11.5

0.4

5.0

4.2

6.3

14.8

2.4

3.1

5.3

4.0

0.5

19.7

1.1

69.6

1.5

6.7

0.5

4.9

4.1

5.8

8.7

11.8

0.8

2.4

15.0

2.4

9.4

5.5

61.4

7.9

27.6

0.0

3.1

1.6

6.3

14.1

7.2

0.7

11.7

13.1

0.3

34.8

4.8

60.7

4.5

15.5

0.3

6.9

5.5

8.6

5.8

7.8

1.0

6.8

24.3

1.0

18.4

0.0

78.6

36.9

26.2

0.0

1.9

3.9

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市役所の福祉担当窓口

障がい者相談員

民生委員・児童委員

ホームヘルパーや訪問看護師

相談支援事業所

障がい者団体

病院・お医者さん・薬局

社会福祉協議会

家族・友人・知人

学校・職場

福祉施設の職員

ボランティア

インターネットのサイトやSNS

その他

相談する人がいない

全体
(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)
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問31　あなたの希望する暮らしかたはどれですか。

　「家族や親族と一緒に暮らしたい」が64.2％で最も高く、次いで「ひとりで暮らしたい」14.2％、「病院
や福祉施設などで暮らしたい」5.0％の順となっています。
　精神障がい者では、「ひとりで暮らしたい」の割合が高くなっています。

64.2

66.0

58.3

53.1

85.4

3.2

1.4

12.6

5.9

1.9

5.0

5.3

6.3

4.1

3.9

14.2

11.7

12.6

25.9

6.8

3.1

3.4

3.1

2.8

1.0

10.3

12.2

7.1

8.3

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)

家族や親族と一緒に暮らしたい
ほかの障がい者と共同生活をするグループホームなどで暮らしたい
病院や福祉施設などで暮らしたい
ひとりで暮らしたい
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権利擁護ついて

問32　あなたは、障がいがあることで差別や嫌な思いをする（した）ことがありますか。

　「ない」が57.4％で最も高く、次いで「少しある」19.9％、「ある」14.8％の順となっています。
　知的障がい者、精神障がい者、障がい児では、「ある」「少しある」の割合が高くなっています。

14.8

9.4

29.9

23.1

25.2

19.9

15.3

28.3

29.3

27.2

57.4

66.5

30.7

41.7

46.6

7.9

8.9

11.0

5.9

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)

ある 少しある ない 無回答
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問33　あなたは、「障害者差別解消法」について、知っていますか。

　「名前も内容も知らない」が63.2％で最も高く、次いで「名前を聞いたことがあるが、内容は知らな
い」18.2％、「名前も内容も知っている」10.3％の順となっています。

　問32で1～2のいずれかに○をつけた方のみお答えください
問32-1　どのような場所で差別や嫌な思いをしましたか。（複数回答）

　「障がいがあることで差別や嫌な思いをする（した）ことがある」と回答した人の差別や嫌な思いを
した場所では、「外出中」が42.7％で最も高く、次いで「学校・仕事場」38.4％、「仕事を探すとき」「病
院などの医療機関」19.7％の順となっています。

38.4

19.7

42.7

11.5

19.7

13.7

9.2

25.4

16.4

49.2

13.9

21.3

10.2

7.0

55.4

16.2

43.2

5.4

13.5

17.6

9.5

45.4

33.6

28.3

9.2

19.7

17.1

13.2

53.7

53.7

14.8

20.4

14.8

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校・仕事場

仕事を探すとき

外出中

余暇を楽しむとき

病院などの医療機関

住んでいる地域

その他

全体(n=524) 身体障がい者（n=244) 知的障がい者(n=74) 精神障がい者(n=152) 障がい児(n=54)

10.3

9.7

9.4

11.4

14.6

18.2

20.5

16.5

14.1

9.7

63.2

60.0

67.7

67.9

74.8

8.3

9.8

6.3

6.6

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)

名前も内容も知っている 名前を聞いたことがあるが、内容は知らない 名前も内容も知らない 無回答
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問34　あなたは、「障害者虐待防止法」について、知っていますか。

　「名前も内容も知らない」が52.3％で最も高く、次いで「名前を聞いたことがあるが、内容は知らな
い」24.0％、「名前も内容も知っている」15.2％の順となっています。

問35　成年後見制度についてご存じですか。

　「名前を聞いたことがあるが、内容は知らない」が35.2％で最も高く、次いで「名前も内容も知らな
い」29.3％、「名前も内容も知っている」27.0％の順となっています。

27.0

27.6

26.8

26.9

22.3

35.2

37.0

26.0

34.8

30.1

29.3

25.2

40.2

32.8

46.6

8.5

10.3

7.1

5.5

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)

名前も内容も知っている 名前を聞いたことがあるが、内容は知らない 名前も内容も知らない 無回答

15.2

13.8

19.7

14.8

24.3

24.0

25.8

23.6

20.3

17.5

52.3

50.0

50.4

59.0

57.3

8.5

10.4

6.3

5.9

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)

名前も内容も知っている 名前を聞いたことがあるが、内容は知らない 名前も内容も知らない 無回答
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福祉全般について

問36　あなたは、市全体で障がい者への理解が深まっていると感じますか。

　「どちらともいえない」が44.9％で最も高く、次いで「まあまあ深まっている」17.3％、「あまり深まって
いない」16.8％の順となっています。

問37　あなたはふだんの暮らしのなかで、障がい者への差別や偏見を感じたことがありますか。

　「ほとんどない」が44.2％で最も高く、次いで「時々ある」25.6％、「まったくない」16.8％の順となって
　知的障がい者、精神障がい者、障がい児では、「よくある」「時々ある」の割合が高くなっています。

4.3

4.9

3.1

3.8

1.0

17.3

18.1

15.0

18.6

8.7

44.9

45.4

52.0

41.7

40.8

16.8

15.1

15.0

19.3

28.2

7.5

5.3

10.2

9.7

20.4

9.2

11.3

4.7

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)

かなり深まっている まあまあ深まっている どちらともいえない あまり深まっていない まったく深まっていない 無回答

5.6

2.7

9.4

12.4

8.7

25.6

20.0

35.4

32.4

48.5

44.2

49.4

33.9

35.5

31.1

16.8

19.0

13.4

13.1

10.7

7.8

8.9

7.9

6.6

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)

よくある 時々ある ほとんどない まったくない 無回答
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　問37で1～2のいずれかに○をつけた方のみお答えください
問37-1　どのような機会に、障がい者への差別や偏見があると感じますか。（複数回答）

　「障がい者への差別や偏見を感じたことがある」と回答した人の障がい者への差別や偏見がある
と感じる機会では、「まちかどでの人の視線」が43.3％で最も高く、次いで「仕事や収入」37.6％、「交
通機関や施設の整備」31.6％の順となっています。
　身体障がい者では、「交通機関や施設の整備」、知的障がい者及び障がい児では、「まちかどで
の人の視線」、精神障がい者では、「仕事や収入」の割合が高くなっています。
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37.6

22.3

14.2

27.4

43.3

31.6

8.1

6.2

13.8

34.2

20.0

18.2

28.0

40.0

42.2

2.7

8.4

17.5

36.8

15.8
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33.3

45.6

24.6
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5.3

17.7

46.9

29.2
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22.3

38.5

19.2

20.0

3.8

49.2

30.5

22.0

15.3

30.5

64.4

25.4

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教育の機会

仕事や収入

近所づきあい

地域の行事や集まり

店での扱いや店員の態度

まちかどでの人の視線

交通機関や施設の整備

その他

特に感じない

全体(n=471) 身体障がい者（n=225) 知的障がい者(n=57) 精神障がい者(n=130) 障がい児(n=59)
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　知的障がい者や精神障がい者では、「年金や手当などの経済的な援助を増やしてほしい」、障が
い児では、「障がいのある人が働けるところを増やしてほしい」などの割合が高くなっています。

　「年金や手当などの経済的な援助を増やしてほしい」が42.1％で最も高く、次いで「外出しやすい
環境や交通機関の利便性の向上を図ってほしい」29.3％、「障がいのある人に対するまわりの人の
理解を深めてほしい」27.6％の順となっています。

問38　障がい者に対する支援として、どのようなことを充実すべきだと思いますか。（〇は５つまで）
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15.9

27.6

24.2
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13.6

8.0

15.9

24.3
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2.3
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9.1
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32.0
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13.6

23.6
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1.7

13.9
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11.8

38.6

30.7

14.2

9.4

22.0

23.6

21.3

18.1

19.7

39.4

2.4

10.2

14.1

17.9

35.5

41.7

15.5

12.1

23.1

6.2

7.9

20.0

27.2

51.7

4.1

8.6

23.3

15.5

40.8

49.5

37.9

20.4

30.1

32.0

17.5

23.3

28.2

44.7

1.9

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎日の生活の手助けがもっとほしい

外出（買い物等）の支援をしてほしい

障がいのある人に対するまわりの人の理解を深めてほしい

障がいのある人が働けるところを増やしてほしい

事業所などで働けるよう就労に向けた訓練をする場所や支援機

会を増やしてほしい

障がいに適した設備を持った住宅を用意してほしい

外出しやすい環境や交通機関の利便性の向上を図ってほしい

入所施設や短期入所施設（ショートステイ）の整備をしてほしい

グループホームを整備してほしい

障がいのある人が気軽に集い、くつろげる日中の居場所をつくっ

てほしい

いつでも何でも相談できる窓口を設置してほしい

年金や手当などの経済的な援助を増やしてほしい

その他

特にない

全体
(n=1,510)

身体障がい者

（n=990)

知的障がい者
(n=127)

精神障がい者
(n=290)

障がい児
(n=103)

 52



（年齢・障がい種別順）
No 年齢 障がい種別 自由意見

1 0～17歳 障がい児

◦福祉に関して詳しく説明できる方を増やしてほしい。（特に市役所)
◦自分達で必死に情報を掴みに行かなくても良い様にもっとわかりやすく情報公開してほしい。
◦市全体でもっと親身になって様々なことに取り組んでほしい。知らずに損する人が一人でも少なくなるよう努めてほし
い。全員が平等にサービス、手当てを受けられる行政を目指してほしい。

2 0～17歳 障がい児

・（子が現在9歳）子が生まれた時と今は現状が違うかもしれませんが、当時は市役所の方に大変お世話になりました
が、障がいのあるこの情報が少なく、外出するのも億劫となり、引きこもることがありました。障がいのある子が生まれた
ことが「ここで安心して暮らしていける」と思えるような情報提供、相談できる機関の紹介等があればよいなと思いまし
た。
・公園では、やはり知的の遅れがある我が子の遊び方は、体よりも（見た目より）幼く、周りの人は特に何とも思っていな
いかもしれませんが、やはら周りの目が気になるところであります。福岡市のようなインクルージブなこども広場があっ
たらよいなと思います（子本人としては現在でも満足して公園遊びをしていますが）。

3 0～17歳 障がい児

・障がいiのある人の手続き等、どのような手続きがあるのか？どのような支援制度があるのか？をきちんと説明できる
人を窓口に増やしてほしい。
・障がいに対する理解を深めてほしい。
・窓口で`これはできない`と言われた手続きが、実際には申請できたということがあったので、きちんと福祉系の手続き
について学んでほしい。
・申請した手続きは全て自分で調べたものばかりで、窓口で教えてもらったことは今までない。

4 0～17歳 障がい児 医療費の控除期間を延ばしてほしい（小学生まで→高校生まで）。
5 0～17歳 障がい児 学校や支援級の対応等にばらつきがあり、ひどい状態だと感じる。

6 0～17歳 障がい児
自治会の組長等を免除して欲しい。生活介護が9：00～15：30と時間が短い。学校の時よりも支援が少ない。相談支援
員によってサービス支給量が違う。個々の困り感を聞いてほしい。

7 0～17歳 障がい児 グループホームを増やしてほしい。放デイや特児等の所得制限をなくしてほしい。

8 0～17歳 障がい児
子どもの障がい特性を理解できるように親にも勉強会を設ける。例）『子ども本人による他者への他害を（叩く、かみつ
く、ひっかく、けるなど）防止するためには～就学前児童の保護者向け～』

障がい者用調査結果　自由意見

53 



9 0～17歳 障がい児

このようなアンケート調査をしていただきありがとうございます。市にとって利用できる制度や支援など様々なので、正直
「福津市は考えてくれているのかな？」「どこまでの理解があるだろう」「できる、できないは別として、何か動いてくれてい
るのだろうか」と感じることがったので、今回このような機会をいただきとても感謝しております。
・レスパイト年間48時間では厳しいです。兄弟時の行事のみでなくなりそうで、年度スタート時はなかなか使うのをため
らってしまいます。親の休憩などにまで回りません。
・特別支援学校に行く時の支援をお願いしたいです。医療ケアがあるとバスに乗れません。車の中で吸引をしょっちゅう
しないといけないので、自分だけで連れていくにはハードルが高すぎます。学校の送迎バスに訪看さんが付き添ってく
れるなどの支援はできないでしょうか？バスに乗れない子はそれだけケアがあるので、送迎問題の壁が高く学校に行
かせたくとも不安です。
・何年もいろんな検査をしていても正式な病名が出ず、それにより申請が通らないことが多々あります。おむつはこの先
も必要なのに条件が厳しいです。本当にこの先も必要な子供にもっと申請が通るよう見直していただけると将来も助か
ります。

10 0～17歳 障がい児
支援いただいている施設の充実、柔軟性が必要。（働く人の給与面が低いのでは）　経済的負担は、人により様々、細
かくヒアリングして負担の軽減が出来ないか？

11 0～17歳 障がい児

市の対応に対して以前よりもう少し柔軟な対応をしてほしいと思っています。支援が必要だと思い、時間をさいて窓口に
行き相談させていただいているにもかかわらず、どういう支援が適切なのか？という所にもいたらずに、前例がないこと
だけを理由に門前払いされる。５年前の前例が５年後の例にあてはまるなんてことはほとんどなく、今現状はこうなって
いるの所から適切に検証し判断してほしいといつも思う。

12 0～17歳 障がい児

市役所での手続きの際、子どもを連れていかなくてはいけない時、転入、転出時や更新手続きの時、いろんな部署へま
わるのと時間がかかるので、一時保育的な環境があれば親も周りもストレスなく手続き出来るのかなと思います。まだ
言葉がいまいち通じない。小さい頃は大変な思いをしたので。（抱っこしながらおんぶひもをつけたまま手続きしたり）
・更新通知書送付されるのはいいのですが、２年前とかに来ていて、２年後に手続きしてくださいとの事なので、半年前
くらいに期限が近づいていますなどのお手紙か、電話連絡していただいたらありがたいです。今まで療養手帳の更新時
にかさなっていたのか分かりませんが、特に専門医の診断は療養手帖を初めてもらう時以外受けていません。（自治体
にもよるのか分かりませんが）専門医、福津市だったら〇〇病院、クリニックなど一覧があればこちらも参考にして、受
けられるのになと思いました。以前、市役所で相談した時は、いまいち分かられてない方が○○病院かね？と言われま
した。

13 0～17歳 障がい児 障がいがあることで生きにくい世の中にしてほしくない。必要な予算を組み、支援に必要な人材をと育ててほしい。

14 0～17歳 障がい児
障がい児の家族のサポートは終わりがありません。思うように働くこともできませんし、外出先では気をつかうことが多
いです。通院も多いので、大変です。金銭面と将来が不安です。

15 0～17歳 障がい児
障害者差別解消法で「誰もが分け隔てなく共生する社会の実現」とありますが、学校が分け隔てられているのはなぜで
すか？例えば、クラスが分けられている（支援に必要なクラスと一般のクラス）学校間に交流がない、少ない。（特別支
援と一般の）多様性とは何でしょうか？

16 0～17歳 障がい児

障がい児や発達障がい児を持つ親がまだまだ自分の子どもを「障がい」と受け入れず、支援が遅れているケースをよく
聞きます。是非親に対するアプローチを早め、支援が早い時期に（子供が小さい時から）受ければ子供も成長する事を
知ってもらいたいと思います。そうすれば、親自身も楽になるし、子供が一番生きやすい世の中になるのでは・・・と期待
しています。

17 0～17歳 障がい児
小児用の福祉用具のレンタルもあるといい。車いすでは通りにくい歩道がとても多いように感じる。段差も含め整備して
もらいたい。
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18 0～17歳 障がい児
バスの時刻表を見ると少なすぎます。利用しづらい少なさです。もっと増やして欲しい（車がない人にとって増えたら助か
る）。JR列車を利用した時に思うこと。障がい者程度によって割引ありなしがあることが不思議である。困っているのは
同じなのに。

19 0～17歳 障がい児

福祉に対する手当や助成の制度が複雑で分からない。助成制度も利用者から尋ねないと教えてもらえない。障がいの
ある子ども本人への手当、助成なのに親の収入による制限があるのが理解できない。0か100でなく段階的にすることも
可能だと思う。物価高で苦しいのに収入を上げることができない。福間駅から降りた中央地区の道は車椅子を押して歩
けない。特別支援学校の通学バスの停留所で毎年もめてしまうので、市役所も協力してほしい。就労支援B型が少なく
子供の将来が不安。市役所の担当やその上司があまりに無知な人がいることにビックリさせられることがある。部署の
異動があるのも理解できるが、利用者からするともっと勉強していて欲しい。平日だけでなく月１回又は２か月に１回くら
い窓口を開けて欲しい。補聴器の電池は支給なのに人工内耳の電池は対象外をどうにかしてほしい。市役所に相談し
ても結果が出るまでの時間がかかる。ショートステイが少なすぎる。

20 0～17歳 障がい児
福津市は３歳児未満の療育施設利用が所得に応じて有料だけど、早期発達支援を推奨しているのであれば無償化す
べきだ。

21 0～17歳 障がい児 宗像特支ではなく、古賀特支に行けるようにしてほしい。
22 0～17歳 障がい児 療育Bだけれども、市のコミバス等、無料にしてほしい。毎月、２千円位の障がい手当てが欲しいです。

23 0～17歳 障がい児

療育施設を探す時は情報やどんな特色があるかなど、全部の療育施設を把握し、一人ひとりに合ったところを紹介して
頂くことができれば、困らないと思います。放デイ探し、支援計画をしてもらう施設探しなど大変で、何度もくじけそうにな
りました。面倒で探すのをやめてしまう人もいると思います。早期療育に繋がるといいです。支援級の補助金がなくなっ
たのは残念でした。特性があり、服など何かとお金がかかるので。高校は知的障がいのあるASDの子が行けるような特
支学校と普通高校の間の学校があったらいいなと思います。

24 0～17歳 知的障がい者
子どもに障がいを告知するときのシステムや周りからの支援が欲しい。子供に自分の特性を知ってもらい、何に困って
おるいのかを相談しあえるワークショップがあるといいと思う。

25 0～17歳 障がい児

よく福祉課のアンケートの回答者に選ばれるのですが、この結果を市長が読んで、一つ一つの疑問や意見に１年間を
通してどう取り組んだのか、福津の広報誌で回答が欲しいです。
こちらも福津が変わってくれる期待を持ち、誠心誠意回
答をしているので、
見開き1ページで「こんなアンケートしました」の市の実績として挙げられるだけでは報われません。

また、設問が障がいを持った子ども向けなのか、保護者向けなのか非常に分かりにくいので、見直しをしていただきた
いです。
市長は（事業所）にいらっしゃったこともあり福祉に精通していらっしゃると思われます。

現在の特別児童扶養手当等、福祉に関わる手当は一定金額以上収入があると、崖のように支給がなくなったり、負担
額が増えたりすることをご存知ですか？

働けど働けど苦しくなるようであれば、何のために働いているのか分かりません。「国が動かないと…」の一言で片付け
ず、全てのハンディを持った人が平等に権利を受けられる福津市になるように、独自の手当を設けていただけたらと思
います。

26 0～17歳 障がい児

今、支援が必要なのに、相談員を見つけるためにも、病院を探すことにも、放課後デイサービスを探すことにも、何件も
電話しなければ、必要な支援先を見つけることができない。その上、探し始めてから利用出来るまでが大変。また、利用
するにも仕事を休んで、学校を休ませて何件も見学にいかなければならず、それも大変。普段の生活ですら大変なの
に、時間のやりくりが本当に難しい。私の場合は知り合いが教えてくれた為、早め早めの行動ができたからなんとか必
要な支援を受けることができているが、また学年があがったり、学校がかわったりするたびに必要な書類を期限内に集
め、様々な場所に期限内に提出する事が大変。
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27 0～17歳 障がい児
重度でもない健常者でもない中間の子どもは、小学校までは問題なく過ごせますが、中学校に入ると勉強や学校生活
で、普通の子と同じレベルを求められます。
この中間層に合わせた教育を考えていくのも今後必要と感じます。

28 0～17歳 障がい児

障がいを持つ子の母です。子どもにかかる時間を優先するため、気軽に働きに出ることが出来ません。特別児童扶養
手当は、所得制限にわずかに引っかかってしまい受給出来ません。
生活はぎりぎりで可能なら働いて少しでも収入を増
やしたいですが、子の送迎や放デイ、リハビリに通うため、時間が取れません。特別児童扶養手当の所得制限撤廃は
出来ないのでしょうか。
所得制限に数十万円で引っかかるという家庭が１番金銭的に苦しいです。

29 0～17歳 障がい児

母親が、男の子の障がい児を連れて外出する際のトイレが困っている。母親がトイレに行きたくなった際に、女子トイレ
に障がい児（男）を連れて入れないことや、障がい児（男）がトイレに行きたくなった際に、男子トイレに障がい児1人で
入って排尿排便することができないため、本当に困っている。みんなのトイレのような家族で入れるトイレを増やすか、
他の解決策があれば教えて欲しい。

30 18～19歳 精神障がい者
・福祉サービスを利用しながら、アルバイトをしたいです。
・金銭的な支援がほしいです。

31 18～19歳 知的障がい者
色々な手続きの中で期間があったりする。次の申請日が近づいた時にお、知らせの通知が来てくれるといいなあと思
う。その通知の中に手続きの流れを書いてくれてると助かる。

32 20～39歳 身体障がい者 いつも大変お世話になります。今後ともどうぞ宜しくお願いいたします。

33 20～39歳 身体障がい者
親がいなくなった後が心配。福津市には身体障がい者が入れる施設が少ない。高齢者だけでなく、重い身体障がいが
ある人が使える施設を作ってほしい。生まれ育った町に住みたい。

34 20～39歳 身体障がい者

車椅子を使っていても、利用OKな就労継続支援事業所をもっともっと増やして欲しいです。事業所を探す中でエレベー
ターなどがあったり、１階というところはあったが、多目的トイレ（身障者用）があるところはなかなかないので、車椅子で
も完全に安心して通える事業所や一般企業を増やして欲しいです。また、福祉タクシーについて個人運営ではなく市が
独自に運営するというような、もう少し交通費を抑えられるタクシーがあれば良いのではと感じています。

35 20～39歳 身体障がい者 障がい者雇用を増やしてほしい。障がい者雇用の賃金を増やしてほしい。障がい者の居場所。

36 20～39歳 身体障がい者

聴覚障がいは、中・高度難聴の人は福祉補助器の性能では十分に活用できない人の方が多いと思う。このあたりの人
は障がい年金を受給できないのに手帳がなく、全額自己負担になったり、手帳があっても自己負担の手出しが多くな
る。公平感がない。国レベルの話なのですぐに見直しは無理なのは分かっているが、市町村レベルで補助金の検討は
できるのではないか（子供の補聴器同様に）。

37 20～39歳 身体障がい者 重度身体障がい者が利用できるGHやショートステイ先を市内に作ってほしい。

38 20～39歳 身体障がい者

車いすの乗り換えを行う際、市を経由して審査がありますが、回答までが長すぎる。生活に必要な道具であるため、可
能なら早期対応してほしいが、そうはいかない。役所仕事だ、などという言葉を使いたい訳ではないが、そうした対応1
つがその人にとってどれだけ大切で必要な事なのかを、今一度考えて対応していただけると、福津市に住んでよかった
と感じると思う。生きるだけで健常者よりもお金が掛かり、苦労する部分があるため、行政が寄り添ってくれていると感じ
るものがあるとありがたいです。

39 20～39歳 身体障がい者
重度ではないが、一時的に難病が悪化した際、家事育児仕事を両立するのが難しく、市の福祉窓口に家事等の支援を
受けれないか訪ねたら、身体障がい者3級の心臓機能障がいでは支援が受けれず、自費ならできる箇所の用紙を頂い
たけれども、当時1人親家庭の為金銭的にも難しかった。級だけではなく、難病の特性も考慮して欲しいです。

40 20～39歳 精神障がい者

・障がいを公表しても差別も特別扱いもなく、みんなが普通に生活できる社会を作って欲しい。
・「障がい者」という枠がなくなって欲しい。
・グレーゾーン、障がいがないと思っていて、実は障がいがあったという人も絶望せずに生きていけるようにしてほしい。
それで心にキズを負いました。
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41 20～39歳 精神障がい者

①今、B型作業所のすすきファームに在籍しているけど、スタッフが自分のことを半分無視する。以前より話しにくい空気
感が強い。本気で改善してほしい。
②基礎研究、キャラクターグッズの仕事、採集、自然農法を掛け持ちしている。毎週長時間働くことが困難。しかし福岡
は単発バイト、短時間バイトが少ない。収入を増やしたいが、働き口が少ない。
③低収入だけでなく、研究者だから時間に余裕がない。政治・行政に向けて声を届けることすら難しい。
④精神医療・歯科医療に助成金を出して欲しい。

42 20～39歳 精神障がい者 A型作業所を作ってほしい。　障がい者でも長時間働けるような所を作ってほしい。（最低賃金でもOK）
43 20～39歳 精神障がい者 いつでも何でも相談できるところがほしい。
44 20～39歳 精神障がい者 広報だけでなく、このアンケートと同じように就労の助けになる情報を知らせてほしい

45 20～39歳 精神障がい者
子育て支援だけでなくそれ以上に障がい者、高齢者への福祉対策をしてほしい。子供は成長するが、老いは待ってはく
れない。

46 20～39歳 精神障がい者
孤立した感じで周りとの接点が欲しい。職場でも障がい者ということで仕事を教えてくれないし、周りから無視されて仕
事は生きづらい。勤務時間も３時間週３日と収入面も少ない。職場でも雑用みたいな仕事ばかりで意欲が沸かない。

47 20～39歳 精神障がい者
これは息子へのアンケートですが、息子はアンケートが「届いている」と話しても開封しません。自分の関心のある事だ
けの毎日ですのでこのアンケートの回答は当事者でなく当事者に関わっている主に家族がアンケートに答えていると考
えます。いろんな一歩が難しく一緒に考えて対応して下さる関係者を求めます。

48 20～39歳 精神障がい者

思春期は色んな友人と知り合い幅を広げる時期です。しかしトラブルも多く不登校や自殺も多いのはこの時期です。思
春期は脳の発達もあり不安定です。この不安定な時期に負担がかかると、精神の病気を発症しやすいです。学校は閉
鎖的なので、地域の方々の関わりは大きいと思います。学校、保護者、地域の方々とたくさんの目で子供を見て欲しい
と思います。私は散歩をしますが、できるだけ登校の時間に行くようにしています。あいさつをしたり、遠くからでも様子
を見るようにしています。お散歩隊のようにバラバラでもいいので、地域に出るのを推奨しても良いのではとも思いま

49 20～39歳 精神障がい者
自転車のレーンの普及。通院時の交通費の援助。てんかん持ちの人は、交通のおいてかなり苦しい思いをしていると
感じます。

50 20～39歳 精神障がい者
障がいがあり、免許（車）取得厳しい。通院のためタクシー代補助が欲しい。さっきも記入したが、相談員さんの数が圧
倒的に少ないし、支援の内容や家族への説明、精神的サポートなど、姿勢が熱意のあるものにして欲しい。グループ活
動など気軽にできるサービス、場所の提供を充実して欲しい。

51 20～39歳 精神障がい者
職場の同僚に対して、障がいについて公表する際の説明方法、同僚の受け止めなど不安だった。障がい者本人だけで
なく、周囲の理解も促してほしい

52 20～39歳 精神障がい者
自立支援の更新など、市役所でしかできない手続きをネットでできるようにしてほしい。有給など使わないといけないた
め。それが難しいのであれば、開庁時間を延ばしてほしい。病院含めて。

53 20～39歳 精神障がい者 精神障がい者にもタクシー券が欲しいです。（移動する時に車の運転がきつい時があるため）

54 20～39歳 精神障がい者
もう少し発達障がいや軽度の知的障がいへの理解を増やして欲しい。手話や筆談は、聴覚障がい者だけでなく発達障
がいや口頭で伝達が難しい人も使う。聴くことが出来ても、聞き取り理解が弱い人もいることを理解して欲しい。

55 20～39歳 精神障がい者
利用できるサービスを1人1人に合わせて「あなたはこれまで利用できますよ」など教えてほしい。インターネットだけでは
わからない。

56 20～39歳 精神障がい者
障がい者というだけで、冷たい目で見られて、ひどい言葉を言っているんじゃないかと思う。好きで精神科に通院してい
ない。

57 20～39歳 精神障がい者
27歳精神科通院中。周りがライフステージを進める中、自身は就職しようとしても、病気に事を話すと落とされる。正社
員として働くと体調をくずして入院する。自立したいが、金銭面的に厳しい。我慢することが多い。
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58 20～39歳 精神障がい者 いつもありがとうございます。

59 20～39歳 精神障がい者

以下は発達障がいに限定した内容です。

生活保護、あるいはベーシックインカムの適用で障がい者を社会から隔離す
べきだと考えます。世の中綺麗事は数多くありますが、実際のところ健常者は障がい者の排除を求めています。これは
個人個人の感情面でも、企業の経営面でも至極真っ当な判断です。差別解消を謳うなら尚更同じ空間に入れるべきで
はありません。
また、トキシックワーカーを1人排除することは、優秀な人材を1人採用するよりも2倍の投資対効果があ
ると言われています。
隔離することで企業がより健全となれば、納められる法人税等もより良い額が期待できるのでは
ないでしょうか。障がい者のため、企業のため、そして最終的に市と国のため、今一度ご検討願います。

60 20～39歳 精神障がい者
個人的には特に不満はないです。障がいを持つ知人から福津市は作業所などへの窓口が充実しているといっていまし
た。

61 20～39歳 精神障がい者

最近の精神障がいは大人の発達障がいと精神障がいの組み合わせが多いようです。そのため、特定の行動は苦手だ
けど、他は普通のように見える人もいます。また、発達障がいの易疲労性（疲れやすいという意味）や精神障がいによっ
て長時間の労働は難しいです。また、今後もこのような方々は著しく増えていくと考えています。そのため、隙間バイトの
ような登録制のアルバイトがあったら良いと思います。私の場合は電話がすごく苦手で、情報処理が他の人よりも時間
がかかるため、臨機応変な対応が必要な仕事が難しい、疲れやすいというところがあります。
仕事を辞めて2年くらい自
宅療養していますが、家事を全てこなせるまで回復していないこともあり、事業所へ通う自信もありません。
また、この2
年間で社会と隔絶された環境にあるので、同年代と比べコミュニケーションが遅れるのではないのかという危機感があ
ります。

もし隙間バイトのようなものがあれば、事業所へ通うためのステップアップになるのではないでしょうか。月に数
回程度、社会に貢献できて、人とコミュニケーションが取れる。それはとても貴重な経験だと思います。
隙間バイトでなく
ても、ボランティアのようなものでもいいと思います。
こういった福祉があれば家事がすべてこなせる、かつ体に少し余裕
ができるまで回復したらぜひ使ってみたいです。机上の空論のように思いますが、提案させていただきました。
最近、紙
の広報で福津市が少しずつ変わろうとしている姿を拝見しております。心ばかりですが応援しています。

62 20～39歳 精神障がい者

病気を抱えながらも電車で通勤しているのですが、福間駅から巡回する「ふくつミニバス」が通勤退勤時間帯に走ってい
なくて困っています。
現在は福間駅まで自家用車で行っているのですが、服用中の薬が「できるだけ運転を避けるべき」
というものなので、リスクを負って運転している状況です。
障がい者だけに利用を制限するなどして、2便程運行して欲し
いです。

63 20～39歳 知的障がい者
１８歳までは放デイの利用で、夕方や土曜日に過ごす場があったが、今は事業所１５：００以降や休日に余暇を過ごせる
居場所がない。

64 20～39歳 知的障がい者
JRの電車代の割引がいいです（毎年運賃が値上がりしているので）。軽自動車の税が一部免除ですが、療養手帳の等
級２級まで税金を免除してほしいです。理由は年金支給しているけど、働いてないのでさすがに税金をすべて支払うの
がきついです。

65 20～39歳 知的障がい者 親なき後、病院付き添い、金銭管理、成年後見人の手続きなど不安。
66 20～39歳 知的障がい者 広報誌などを使って、福祉に関心がない方向けに情報を発信してほしい。
67 20～39歳 知的障がい者 自宅前に街灯が少ないので、夕方以降の乗り合いバスの利用が難しい。ミニバスの夕方便を増やしてほしい。

68 20～39歳 知的障がい者
市役所への相談窓口へは連絡取りにくい。①平日９時～５時は仕事中。他に方法ないか。②担当者、親切な方とそうで
ない方といる気がする。忙しいのだと思うが。

69 20～39歳 知的障がい者
内容を読んで答えたが、アンケートを取ったからには、行動を宜しくお願いします。これは捨てないで下さいね。行動で
お願いします。僕もがんばります。

70 20～39歳 知的障がい者 （事業所名）の（個人名）みたいな人が増えてほしい。
71 20～39歳 知的障がい者 毎月手当を支給してほしい。
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72 20～39歳 知的障がい者

私は母親です。本人は障がい者枠で仕事をしていて、収入もあり体に不自由もなく日常生活に困ることはほとんどあり
ませんが、お金の管理ができません。銀行から必要なお金を引き出して支払ったり、税金を払ったり水道光熱費を支
払ったりできません。お金の管理ができる家族がいるうちは大丈夫かと思いますが、本当に一人になった時、そういった
ことで頼れる機関があるかどうかを知りません。そのことに関してはずっと不安に思っています。

73 20～39歳 知的障がい者
サービスの利用申請をしたところ、親の収入が多いことを理由に却下された。市の対応に対して非常に残念に思い、無
理解であることに失望している。親の収入と本人の不自由とは全く別の問題である。

74 20～39歳 知的障がい者 どうしても家族ありきでしかない現状
。親がいなくなっても大丈夫だと思わせて欲しい。

75 40～64歳 身体障がい者
・タクシー券の枚数を増やして欲しい。（宗像市の半分）
・障がい者が働ける受入れ可能な事業所等の情報を、HP等LINE等で見られる様にして欲しい。
・uberの様に受け取り配達サービス等あると嬉しい。

76 40～64歳 身体障がい者

・ハートフル駐車場は許可証があればだれでも駐車可能。車椅子利用者にとっては、ドアが完全に開けられる広い場所
が必要な為、高齢者等と駐車場をわけてほしい。
・市の図書館を利用したいが、私のレベルでは、スロープが登れない。もう少し、ゆるやかに作ってほしい。
・一人での外出をしたいと思っているが、駐車場に駐車ができないことが一番困っている。

77 40～64歳 身体障がい者 アンケート調査して何もしないでただやってますよ！な事で経費のムダでしょ？
78 40～64歳 身体障がい者 イベントその他で障がい者割引をふやしてほしい（市の施設利用等）。
79 40～64歳 身体障がい者 親も90才になり、親がいなくなった時の事を考えると心配でなりません。

80 40～64歳 身体障がい者
現在の障がい年金のみで生活するのは困難なので、できる仕事を紹介してもらうか、金額がUPしてもらえたらうれしい
です。

81 40～64歳 身体障がい者 更新するのを4/1、10/1以降ですが、3/1や9/1でも前倒しでも受付をして欲しい。
82 40～64歳 身体障がい者 言葉、手足に障がいがあるため、髪を切ってもらえるところが少なく困っている。

83 40～64歳 身体障がい者

こんなに沢山の項目にアンケートを書かせるのだから、実績を示して欲しい。過去に県市もアンケートがあったが、待遇
は何も変わってない。アンケート用紙と郵便切手代だけムダになりそうな気がする。各種手帳が更新されて、受給者証
が更新されるのに1か月以上の期間がかかるのは明らかにおかしい。審査会の回数を増やすべき。事務の迅速化が必
要。

84 40～64歳 身体障がい者
市がどのような施策を行っているか、知る方法を教えてほしい。行政などでの申込みの方法が「電話」のみのことがあ
る。その度に聴覚障がい者はどのように申請すれば良いのか戸惑う。何事においても、聴覚障がい者がいることを想定
されておらず、毎回残念に思う。

85 40～64歳 身体障がい者 質問の内容を理解することが難しい為、わかりやすくしてほしい。

86 40～64歳 身体障がい者
重度障がい児の入所にかかる費用のうち、高校卒業後から障がい年金受給までは借金をしないと賄えなかった。デジ
タル補聴器の値段が高く、市の助成があっても金銭的に厳しい

87 40～64歳 身体障がい者 障がい施策が現在どのような状態なのか分からないので、提案がしにくい。周囲の認知度も低い状態だと思う。

59 



88 40～64歳 身体障がい者

障がい者方々へ、障がい者の対応レベルは、様々な多様性区別があり…。生まれた時から、持っていた身体、もしくは
心身のものによりけり…。健常者方々も又、社会生活上での突然な災難（病気や事故）発生により、運悪く、仕方が無く
も障がい者になってしまった人々決して悔やまれない…。学校や職場、家庭環境の中で、良くも悪くも生い立ち人格形
成に影響をもたらす…。漠然と「勉強してみろ、働いてみろ」だけでは、世の中という大海を渡る事は困難である…。「友
達」という言葉を犯罪を隠すために、悪用されやすくも…。スマートフォンやパソコンを犯罪悪用されたりも、まともに、ま
じめに正しく生活、努力と苦労の姿を軽視しすぎない様に、心がけ大切にしたいですね…。人に迷惑をかけない意味表
現を根本的に勘違いされやすい。重度な障がい無い介護者不要で、外出もできている日常社会生活が、今日も営まれ
てる健康状態に感謝しなければいけないですね。

89 40～64歳 身体障がい者
障がい者が働ける所を増やしてほしい。特に市役所等、障がい者枠で採用しているが、数が少ない。一般社員と同等に
働きたい障がい者もいる。

90 40～64歳 身体障がい者 障がい者と子供たちの交流の場をふやしてはどうか？障がい年金だけでは、やっていけない。
91 40～64歳 身体障がい者 障がい者の人が車を駐車場に止められません。障がい者の人ではないかたが止められてます。すごくこまります。
92 40～64歳 身体障がい者 障がい者用の駐車場に健常者が平気で車を止められて使えない時が多いので、罰則つけて欲しい。

93 40～64歳 身体障がい者
心臓にペースメーカーを入れて、最初は1級だったのが3級になった。ただ完治はしていないので通院は定期的に必要。
タクシー券の配布があると助かる。

94 40～64歳 身体障がい者 装具の補助金はありがたいが、実際の自己負担額が1割を超えている。人によっては負担が大きいのではないか。
95 40～64歳 身体障がい者 タクシーチケットの枚数を増やして欲しい。

96 40～64歳 身体障がい者
地域の公共施設、スーパー、コンビニ等に、障がい者用の駐車場がもっと増えたらいいなと思ってます。あと、車いすが
入れるトイレ（障がい者用）の数も少ないと思います。

97 40～64歳 身体障がい者 点字ブロックの充実（特に福間駅の西郷口の点字ブロックの突部分が低くなっており、分かりづらい）

98 40～64歳 身体障がい者
とくに店の中でも、耳がきこえてない人のためのサービスをしてほしいです。全然ないので外食の不安。今は親がいる
けど老人になってからの不安があります。又、友達会話がしたいです。自分は耳の障がいと目まいがあります。いきなり
倒れる事あります。

99 40～64歳 身体障がい者 何か利用できるものがあれば、市から連絡してほしい。
100 40～64歳 身体障がい者 年金下さい。

101 40～64歳 身体障がい者
病気で１年のうち1／3程度は入院が必要であり、自宅での生活が病状悪化時など一時的に補助の物や住宅改修など
受けにくいが希少疾患であり、介護保険も行えずすべて自費となるが、仕事も休むため収入が減る。市町村で受けられ
る支援が違うが、福津は少ないと思う。

102 40～64歳 身体障がい者
病気をしてからは、長時間働くことが体力的にきつくて、どうしても短時間勤務になるため収入が少なくなってしまいまし
た。障がい年金を受けたいですが、正社員として働いていなかったので、年金を受けることはむずかしそうです。パート
社員でも受けれるようにしていただけると大変助かります。

103 40～64歳 身体障がい者
福岡県は障がい者（児）のスポーツを推進しています。しかし、本市はその環境整備をほとんどしていません。協会（障
がい者の）でも、問題視しています。また、体育館が利用できてもエアコンがないと困ります。障がいを持っていても、ス
ポーツができる環境整備をお願いします。

104 40～64歳 身体障がい者
福津ミニバスと乗合タクシーを沢山の人が乗れるように、席を増やしてほしいです。本数も増やしてほしいです。特に19
時台と20時台を増やしてほしいです。

105 40～64歳 身体障がい者
福間駅からゆめマートへの歩道について、路上駐車していたり、歩道が狭すぎて視覚障がい者が車道に出ないと歩け
ない部分がある。

106 40～64歳 身体障がい者 母子で母も高齢。病院代がかかる。働いていないので、収入が少なく大変。
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107 40～64歳 身体障がい者
歩道の整備、街灯の整備（数が少なくて、暗い）、街路樹の剪定、バス停の整備（汚くて暗い）、地域バスの増便・経路拡
大（小竹は来ないと聞いたことがある）、東福間にスーパーがない（増やしてほしい）。

108 40～64歳 身体障がい者 もう少しデイサービスに行ける日を増やして欲しい。

109 40～64歳 身体障がい者
私の住む地域は障がいがある人や高齢者ばかりの組で、水害の時、川がつまると水位が上がる為、河口の工事をやっ
てほしいと何度もお願いしているが、何もしてくれません。皆、避難できない人ばかりです。見捨てないで下さい。

110 40～64歳 身体障がい者 自治会費の免除、休みの日の福祉関係窓口。

111 40～64歳 身体障がい者
市内の公園で子どもたちが使っていない遊具がある。その代りに高齢者・障がい者向けの運動器具をおいてはどうか。
太郎丸の交差点のベンチは、使っている人がいないなら置かなくてもいいのでは。

112 40～64歳 身体障がい者
比較的若い年齢で脳出血を起こし、片麻痺になった。リハビリ施設では、若いからできて、理解できて当たり前を押し付
けられてつらかった。施設ではなく、自宅でリハビリするように進められて納得できなかった。体や今後について家族に
も言えない本音を誰かに聞いて欲しい。

113 40～64歳 身体障がい者

1. 根本的な課題提起：私が中途障がい当事者となって初めて痛感したのは、現在の市のインフラが「健常者による、健
常者のための想像上の優しさ」で設計されているという現実です。 「スロープを作ればいい」「手すりがあればいい」とい
う形式的な対応が先行し、実際に車いすユーザーがどう動くかという動線シミュレーションが欠落しています。その結
果、以下の具体的な不具合が生じています。

2. 物理的な構造欠陥（「あと数センチ」の壁）　スロープの接続部： せっかくのスロープの手前に小さな段差があり、車い
す単独では乗り上げられない場所があります。これはスロープの意味を成していません。
　
手すりの設置基準： 長い階
段には手すりがある一方で、2～3段の短い階段には設置されていないケースが散見されます。足腰に不安がある者に
とって、この数段こそが転倒の最大のリスク箇所です。　
動線の未検証： クランク状の狭い通路や廊下は、車いすの回
転半径が考慮されておらず、通行が困難です。
　
「優しくない」設計数値： わずかな勾配のきつさ、階段の蹴上げの高さ
や踏み面の狭さなど、法的な最低基準は満たしていても、実用には耐えない「優しくない設計」が街中に溢れています。


3. 運用と時間的猶予の欠如
　
障がい者用駐車スペースの占有： 公共施設等において、障がい者用スペースに福祉施
設の送迎車等が常駐・待機しており、個人の障がい者が利用できないケースが多々あります。運用の厳格化を求めま
す。
　
「待てない」公共交通： バスの乗車時、車いす対応に時間がかかるため、心理的な負担が大きいです。また、電車
の乗り換え等において、健常者なら走れば間に合う時間でも、障がい者は物理的に不可能です。「時間の猶予」を考慮
したダイヤ編成や動線確保が必要です。
　
順番待ちの不利益： 列に並ぶ際、動作が遅いために後から来た健常者に追
い越され、順番が後回しにされる理不尽さを感じています。整理券システムの導入や、優先レーンの明確化が必要で
す。


4. 提案：当事者参画による総点検 　これらは、机上の図面では見えてこない問題です。 「こんなインフラでは、社会に
出たくても出られない」というのが私の偽らざる実感です。 今後の都市計画や改修においては、健常者の想像だけで設
計するのではなく、**「設計段階から車いすユーザー等の当事者を参画させ、実際に走行テストを行うこと」**を必須プ
ロセスとして組み込んでください。

JR駅のエスカレーター設置要望（博多駅等への要望含む）など、市単独で解決できな
い問題についても、市民の足を守る立場から、市として鉄道会社へ強く要望を出していただくことを願います。

以上。

114 40～64歳 身体障がい者
もっと、障がい者でも出来るだけ普通に頑張っている（頑張っているように見せている人。本当はキツイ人）への税制優
遇をして欲しい。

115 40～64歳 身体障がい者
下肢不自由者です。福津市内だけに限らずですが、優先駐車場が少ないと思う。人口も増えているため、いつも空きが
なく結局遠くに止めることがよくある。
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116 40～64歳 身体障がい者
生活装具や民間の介護等にかかる負担額がより少なくなると有難い。また障がいの程度で受ける事ができるサポート
や助成・障がい年金などを、障がい者に個別に積極的に知らせてもらえるといいと思う。診断書などの集める書類、申
請書作成・提出までサポートもさらに充実せてほしい。

117 40～64歳 身体障がい者 定期的にこういうアンケートをとるなどして、障がい者の意見を聞いて欲しい。

118 40～64歳 身体障がい者
日常生活用具給付金の補助金を上げて欲しい
。補助金のみでは装具の価格が不足し、手出しが発生する為、ひと月の
補助金を１万円程度に増額して欲しい。

119 40～64歳 身体障がい者
福祉のタクシーチケットなどの福祉サービス条件に、所得制限を撤廃してほしい。視覚障がいのため、現金の扱いが不
便のため、交通期間の障がい者割引などをキャッシュレスでも使えるようにしてほしい（お札や、小銭の選択が難しいた
め）。

120 40～64歳 身体障がい者 様々な支援を実施されているので、継続して頂きたい。
121 40～64歳 精神障がい者 ①色々、手続きに行くのが大変に感じるので、簡単にしてほしい。②アンケートも簡単にして下さい。

122 40～64歳 精神障がい者

B型就労では大学のバイト代より少ない金しかもらえない。（２万円以下）せめてA型就労をふやしてほしい。また、自分
のように学歴、職歴があり、特しゅ技能があり、体力運動能力もあり、コミュニケーションもできなくない人間であれば、何
なりと仕事はできるので（外の力仕事も今２年つづいている）もっと地域の農業、第一次産業や、お店の仕事などでも求
人を出してほしい。ひとくちに障がい者といっても、重度でない人も少なくないので、働かせてほしい。

123 40～64歳 精神障がい者
For the disabled person should be given such provision from the government. Empower the rights of each individuals
to maintain sustainnability.

124 40～64歳 精神障がい者 温かい社会を創造して欲しい。
125 40～64歳 精神障がい者 いつもお世話になりありがとうございます。近所の同じような障がいをもつ人を紹介してほしいです。
126 40～64歳 精神障がい者 受けられるサービスの案内をすべて教えてくれるガイドの人が欲しい

127 40～64歳 精神障がい者
親が８０才を超え介護の必要が出てきた場合、私１人では困難だと思われます。親を施設に入れるお金もない為、困っ
ています。これから先さらに生活費（健康面）がかさむ為困りはてています。

128 40～64歳 精神障がい者

会計年度任用職員に障がい者枠を設置してほしい。（全職種）以前就労していたが数回面接を受け更新していたが、あ
る年圧迫面接のような予期しない内容に過緊張とうつ気味になり、大事に思っていた職を失いました。（不安障がいと診
断されています）毎年面接して職員に負担を与えるなら、５年、３年としっかり年数を区切って本来あるとおりに退職とし
たほうが良いと思います。

129 40～64歳 精神障がい者
家族で来て現在1人暮らしです。都会でもなく田舎でもない（トカイナカ)のような場所で、車は渋滞する程多くなくて、日帰
りで来れる場所で車でドライブするような道がある所です。花見の場所などけっこうある所です。東福間駅の近くとかは
店がなくなり、買い物できる所が近くにあればいいのですが。

130 40～64歳 精神障がい者
薬の副作用や初期は体の不調の原因が分からず、イライラしたり大きい声を出したりしまい、自分が悪いのは分かって
ますが、妻と子供は出て行ってしまい、別居しています。今は副作用が出ていた薬にやっと気が付き、服薬中止、職場
復帰に向けリハビリしています。そういった状態での家族関係修復の支援等があればすごく助かります。

131 40～64歳 精神障がい者
交通機関がより便利になると利用しやすいです。ふだんはタクシーを利用しているのですが、福祉タクシーなどがあれ
ば便利です。

132 40～64歳 精神障がい者 講話や話を聞くだけで、少しの報酬になるものがあればと思います。
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133 40～64歳 精神障がい者

ここで書くことじゃないのかもしれないけど、近所の人たちに、私が障がいを持ってるということを知ってほしいです。目
に見えない障がいなので。わざわざ言うのも変だし。事情を知らない近所の（それも私が子供の頃から知っているご年
配の方）人が「○○ちゃんはおつとめには行きようと？」という質問をしたので変に心がザワッとして傷つきました。あと、
これも関係ないかもしれないけど、両親とも認知症になって施設に入居してるのに、近所の古くから両親とつきあいのあ
る人たちが、今までどおり両親が元気でいるつもりで、シニアクラブの会報やらポストの入れまくるのがイヤです。市全
体は障がい者に理解があるけど、近所の人は全然理解が無いようです。文章支離滅裂ですみません。

134 40～64歳 精神障がい者
自分は入院した時などに、いろいろサービスがあることを知り、使っているが、自分には充実したものに映る。いつもあり
がとうございます。

135 40～64歳 精神障がい者

就労移行支援所に2年以上通わせていただいて、したいと思っていたことを学ばせていただいて大変感謝しております。
仕事には今のところ結びついていませんが、学んだことは生活の中でも役に立っております。この世は能力ある人がか
せげる世界なので、すべての障がい者が自活するというのは難しいのかもしれません。（どれだけ手をさしのべても）た
だ支援しようと思って、いろんな事をして下さっているということが、そう思って下さっていることが、弱肉強食だけの世の
中になってしまわない力なんだと思っております。私は今の支援策で十分恩恵にあずかっておりますが、人間というもの
はできればいいくらしがしたい生き物です。手帳３級でも障がい年金が出るといいと思います。厚生年金に入ってなかっ
たからでないというのはおかしいと思います。同じ障がいなのですから。私が若い頃は発達障がいなどしられておらず、
まさか自分がそうなのだともしらず、知っていたら厚生年金に入っている時に病院にいきました。

136 40～64歳 精神障がい者
障がい者支援策の具体的な内容をわかるようにしてほしい。特に生活費に関わる内容を障がい者は理解していないと
感じます。

137 40～64歳 精神障がい者
障がい者手帳の更新を平日会社を休んで手続きしています。記入も多く、同じ内容なら記入しなくてよいようにして欲し
い。手続きしてから交付までが長い。　仕事探す時家族から「（事業所名）」を教えてもらって就労出来ました。役場でも、
そういうところを案内する幅の広さが欲しい。

138 40～64歳 精神障がい者

障がい者にしても高齢者にしてもタクシー券？半額あったら助かると思う。障がい者差別や対策で、一般の人と差が出
るのは間違っていると思います。体の障がいならまだしも、精神の障がいであれば、障がいを持ったまま生活している
人は多いと思います。例えばPMS（月経前症候群）の人とかは、体の障がいでもありますが、身体障がい害者手帳をも
らうことも、●●支援を受けることもできないわけです。でも、症状が出てくる時は、外出や買い物ができなくなるだけで
なく、調理、入浴、洗濯までもできなくなります。それが毎日あるのです。それに対して何か対策をしていますか？障が
いと認められず、困難な生活をしている人がいます。法令を拡張して運用することはできないのでしょうか？

139 40～64歳 精神障がい者
精神障がいということで、内緒にすることが多く、誰に話すことができない。友人や親せきの方にも話ができません。辛
い思いです。親の亡き後、どうなるのか、毎日心配しています。

140 40～64歳 精神障がい者
せっかくミニバスがあるのに、バスや電車の時間と連携していないため、利用が難しい。もっとミニバスを便利に使わせ
てほしい。※時刻が変わったため特に不便。

141 40～64歳 精神障がい者

多少働いていても、親だよりなところが多い。親亡き後、どのように生活をしていけるのか、働きつづけられるのかわか
らない。生活全ぱん親だよりなので、他にもたすけてくれる場所があるのか？わからない。また年老いた親の介護もあ
る。共生型グループホームのように、親と一緒に入れる施設がほしいとおもう。あまり高いと利用できないが、年金のは
んい内であるとうれしい。高齢者向け賃貸なども利用しやすい料金であるとうれしい。

142 40～64歳 精神障がい者
どのような支援策があるのかよく分からない。どこで情報が得られるのか分からない（市に問い合わせたり発達支援セ
ンターに行ったりしたが、よく分からなかった）。外出が困難な場合が多いので、気軽にオンライン、電話、メールなどで
相談できると嬉しい。障がい者本人にも理解できるような、分かりやすい説明や窓口が欲しい。

143 40～64歳 精神障がい者 友だちボランティアというものがあったら、凄く人生助かります。
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144 40～64歳 精神障がい者 発達障がい者の相談できる施設場所を福津市にも設置して欲しいです。当事者会などもして欲しい。

145 40～64歳 精神障がい者
発達障がいについて、社会的に適合している人と、そうでない人のグラデーションがあるようなので、私自身もあまり詳
しくないし、みんなが理解できたら安心してすごせる気がする。

146 40～64歳 精神障がい者 福津市内にA型就労施設が無いというのは残念で仕方ない。市としてもサポートして欲しい。

147 40～64歳 精神障がい者
福津市における障がい者の就労、障がい者雇用について、雇用率、収入、就業時間、etc.の統計的調査をしていただけ
ると嬉しいです。（当事者、雇用者、支援者を対象にした質的調査もあればなおよい）

148 40～64歳 精神障がい者
福津市の企業、団体等携帯電話で検索する。AIにつながるようにしてほしい。AIとつながればよけいに行かなくてもいい
から。

149 40～64歳 精神障がい者 他の市などは水道代が安くなったりと、メリットが多いので、手帳特有のメリットを増やしてほしいです。

150 40～64歳 精神障がい者
若い頃から障がい者として診断され、数々の福祉制度を受け、目標としていた障がい者雇用でお世話になり、心の底か
らとても助かっております。本当にありがとうございます。様々な援助や配慮や支援を受け、何とか生活をさせていただ
いております。これからも可能な範囲での、自助努力を継続出来たらと思っております。

151 40～64歳 精神障がい者

私は、精神保健福祉手帳3級を持っていますが、ほとんど、今は障がいが表に出ないくらい、調子が良い時もあります。
ですが、通院と服薬は必要です。仕事も就業することも出来、感謝しています。介護を学んだこともあり、社会の福祉の
普及にも感謝しています。私も含め、世の中の方が、福祉について学んで、明るく、楽しく、感謝出来る生活を送れる様
に願います。

152 40～64歳 精神障がい者
私は働いているし軽度なので、一見してADHDだとわかりません。だけど働く時は人一倍つかれるため、フルタイムは難
しい。けれど障がい者年金は望めないので経済的不安がある。公共施設で割引があるのはすごくありがたいです。

153 40～64歳 精神障がい者

精神障がいで急な変化が起きた時、病院に連れて行くのが困難（部屋に閉じこもったりする）なことがたびたびあったの
で、急変した時にかかりつけ病院に連れ出してくれる人、病院の車でむかえにきてくれる、薬を力ずくで飲ませてくれる
人、落ち着いたら又、家に送ってくれる。又は、グループホームに訪問して、そのまま家族が泊まれる。グループホーム
では薬をちゃんと飲んでいるか、毎日確認してくれる人。本人はいつも家で生活したいと思っているので、そのようにして
あげたいが、急変したら1人ではとても対応できないのが現状です。

154 40～64歳 精神障がい者 GHに仲間がいない。

155 40～64歳 精神障がい者
物価高で、障がい年金とB型の工賃だけだと生活するのがやっとで、旅行等の趣味にお金が使えない。B型作業所の新
しい運営の法律を作って、工賃が上がるようにしてほしい。工賃をあげることに現行の人に熱心さがない。
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156 40～64歳 精神障がい者

2025年ですが、（地名）にある（病院名）で（院長名）から悪質な障がい者差別を受けました。
診察の扉を開き、診察の椅
子に座りまだ何も喋っていないにもかかわらず、（院長名）から「何故この病院に来た？」と言われました。「あなたに治
療はできない」と言われました。

私はまだ寒かったので、コートに帽子、マスクで皮膚の見える所は、目のわずかな隙間
と指先の爪だけです。その状態で「あなたの状態では治療できない」と言われました。
皮膚も全く見えないどころか、見
せてないにもかかわらず、何故治療できないと断言できるのか不思議だったので
「なぜ治療できないのでしょうか？」と
言いました。そしたら「治療できないと言っている」と言われ、

いきなり「障がいがあるなら精神科へいけ！！」と言われ、
周りの2～3名の看護師さんが、みんな先生の方を見ました。
そして（院長名）から看護師に「外につれってって！」と言
われ、私は診察を受診するどころか強制的に追い出されました。勿論、診察料金も取られました。

何故、（院長名）が私
が障がいがあると分かったか、受付でマイナンバーカードを保険証代わりに使いますよね？それで（院長名）に精神科
に通っている事がバレたのだと思います。（院長名）は、マイナンバーカードの正規の使い方ではなく、マイナンバーカー
ドから得た障がい者という情報を悪用して、差別したのだと思います。それ以外に（院長名）に私が障がい者と分かるは
ずもないです。それに何故精神科に通ってると分かったのか、これはマイナンバーカードに紐づけられている保険証や
薬を見ない限り分からないはずです。

なぜ、悪いことをしている（病院名）が（地名）にあるのか不思議です。その後
Googleの口コミを見ましたが、悪い口コミを見て私と同じように、マイナンバーカードの情報で差別された方もいるのだろ
うなと思いました。このような悪質な医師は（地名）で開業すべきではないと思います。勿論、この差別のことは市役所や
私の掛かり付けの病院でも話しました。皆さん、こんな医師は初めて聞いたと口を揃えて仰っていました。

157 40～64歳 精神障がい者

このアンケートの、問10の7が「外出的で～」となっていますが、これは「外出先で～」の間違いではないでしょうか？細
かい事ですが、こういう間違いが放置されている時点で「福津市のやる気」が問われる事態になっていると思います。あ
と問が40問ありますが、冊子の方では３９問だったはずですが。いつの間にか増えたのでしょうか？疑問は残りますが、
多分返事は来ないんだろうなあ・・・と思いました。

158 40～64歳 精神障がい者
ヘルプマーク(カード)をつけてる人が増えてきてるが、未だに、マークの意味を勘違いしてる人がいる。どういう意味か、
学校の教育現場に取り入れて欲しい。
それと、発達障がいの事をどれだけ知ってるのか、知りたい。

159 40～64歳 精神障がい者 基幹相談支援センターの職員の方には、大変お世話になったので、今後も利用できるようにしておいてほしい。

160 40～64歳 精神障がい者
自分が利用出来るサービスを、自分で調べて知ることが多い。実際に利用できるかはわからなくても、利用できそうな支
援制度やサービスがあれば全部知りたい。

161 40～64歳 精神障がい者 精神的にも肉体的にも経済的にも、安心して生活できる市にして欲しいです。

162 40～64歳 精神障がい者
病院などでは、家族の会のようなものがあることを認知しているのですが、市でも、様々な障がい毎に家族の会を開催
していただき、それぞれの家族の在り方などを話し合える場を設けて欲しいと思います。
障がいを持つ本人の働き方も
もちろん、それを支える家族の働き方などを話せる場、相談できる場が少ないなと思いました。

163 40～64歳 知的障がい者
より早く障がいを見つけること。物事はいつ起こるか分からない。そんな時に身寄りがあってもなくても、すぐに相談でき
る窓口があれば安心していられます。

164 40～64歳 知的障がい者
外出時に同行してくれる人がいると助かる。現在は親が同行してくれているが、高齢のため同行の回数が減っていて不
安。
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165 40～64歳 知的障がい者

義務教育卒業の選択肢として特別支援学校や他もあり？立花高校卒業生（文化祭など見学に行くなど）神興東では立
花高校の校長先生のお話が聞けるそうです。うちの子達の頃は「進路を考える会」小、中、特別支援学校の先生方と保
護者が話せる会があり、その時に色々な情報が聞けてためになりました。高校卒業後は施設入所させると決めていた
ので、最後の高校生活は一般の社会生活と触れ合うのに最高の場所、福中の先輩もいました。うちの子は人と会話が
できませんが、とにかく人が好きでどんな場所にもなじみます。これも地域の子供会の参加や、郷育カレッジの大人の
方々とのかかわりなど、今でも街中でも声をかけていただけます。とても嬉しいです。スペイン語の講座にも参加、今で
も勉強しています。現在はB型支援施設で（施設に週２回）（一般の会社に就労、週３回）現在は個人契約です。お願い
（今後のこと）。50才以上の方の現在の生活状況を聞ける場所がありますか？

166 40～64歳 知的障がい者 現在、生活支援している親が不在となった場合、治療、支援等がどうなるか全く不安である。
167 40～64歳 知的障がい者 高齢の家族なので健康が心配。障がいのある子どもがいるが、言葉があまりなく心配。親亡き後のことも心配。

168 40～64歳 知的障がい者
市で障がいのある方とない方が気軽に参加できるバリアフリーなイベントを企画してほしい。限られた場だけでなく、もっ
と開かれた交流を通して、お互いを知る機会が大切だと思う。

169 40～64歳 知的障がい者
障がい者の団体（身体障がい者福祉協会等）の情報がない。社協任せでなく市（福祉課）で広報等で、活動等の内容
等、情報を提供してほしい。

170 40～64歳 知的障がい者 障がいのある人が気軽に集い、くつろげる日中の居場所があったらと思います。（家族共々）

171 40～64歳 知的障がい者
何に一番困っているかを訴える場所を聞くための相談窓口を開設してほしい。（毎月1～２回）そのうえで施策をしてほし
い。

172 40～64歳 知的障がい者 福津市内に就業継続支援（A型）事業所を増やしてほしい。
173 40～64歳 知的障がい者 平日にGHを利用しているが、通院等介助をGH利用者も使えるようになると助かる。病院の受診が多いため。
174 40～64歳 知的障がい者 親亡きあとが心配であるため、市内に入居施設を作ってほしい。

175 65歳以上 身体障がい者

*手すりは両側にあると階段の昇降が可能になる。片麻痺の為。*道路、交差点付近のはがれ、点字ブロックのでこぼこ
したはがれ等に、杖やくつがひっかかり転倒しやすい。横断歩道のでこぼこしたところもある。*ななめになっている歩道
はとてもリスクがある。そこは通れないので、戻るしかない。*街路樹で歩道が狭くなる。*駐車場の障がい者スペース
は、ほとんどの場所にあるけれど、スペースが狭くて一般スペースと同じになっているところもある。障がい者の乗り降り
する時は、ドアを大きく開いてするのですが、ドアが充分開けられないところもある。（福津のジョイフルなど）障がい者
マークは書いてくれていても、スペースがとれていないから、使用しにくい。　本来右利きですが、片麻痺の為、左手に杖
をもち、麻痺側（右足）に装具使用。

176 65歳以上 身体障がい者
「広報ふくつ」で福津市はオストメイトに対する支援がすべての人ではないことを知って驚きました。内部障がいの場合、
本人が言わない限り分からないので差別されることはあまりないと思う。（別にかくしている訳でもない）元気なうちは自
分でできるが、できなくなった場合が不安。（装具）

177 65歳以上 身体障がい者
高齢者に対する移動手段の手助け。バス、タクシー、の補助（福岡市、東京のサービスとの差がありすぎ。もっと手厚く
移動手段（無料バスとか）を充実すべき。

178 65歳以上 身体障がい者 障がい者に対するミニバスの運航充実を図る。市役所行き、カメリア行き、便数を増やす。市主催の俳句大会。

179 65歳以上 身体障がい者

1．障がいの有る人に対するまわりの人の理解を深めて欲しい。
2．障がいの有る人が、社会復帰出来る様な訓練施や受入れ会社の理解が欲しい。
3。障がい者が車いすで外出出来る様な道路整備と、車いすで買物や出金できる環境が欲しい。
4．身寄りの無い障がい者が最低限の生活が出来る様に援助して欲しい。
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180 65歳以上 身体障がい者

①道路の段差をできるだけなくして欲しい。車道から歩道へ上がる場合のくぎりかどうか知らないが、歩道を囲ってある
場合、車が歩道に乗り上げる為の措置だと思うが、以外と車道から歩道に上がる時に除まになる。
②歩道の車道側へ傾いている処もなくして欲しい。歩道から車道側に傾いているのは歩道がせまい場合が多い。何の
為にナナメにしているのか理解に苦しむ。

181 65歳以上 身体障がい者 ９１歳ですが一人暮らしを続けたい。車をやめますが、交通費（タクシー代）が高いので助成してほしい。
182 65歳以上 身体障がい者 JRと私鉄の運賃差が大きい。100キロ以上乗車しないと割引がない。
183 65歳以上 身体障がい者 歩くことが困難となり、介護認定待ち。福祉用具のレンタルなど利用したい。

184 65歳以上 身体障がい者
今は車の運転も出来て、近場には出かけられますが、免許を返納すると足が無いので、バス他乗れないので心配で
す。タクシーを利用する事が多くなるので、補助金等を使える様になると良いと思っています。

185 65歳以上 身体障がい者 今は支援が必要ないけれど、この先どうなるかわからない。その時にどういう手順で相談したらいいのかわからない。

186 65歳以上 身体障がい者
今はまだ自分でできることが多いが、さらに年を重ねたり、配偶者に先立たれたりしたときのことを考え、今のうちに
色々と準備をしておく必要があると思っている。

187 65歳以上 身体障がい者
今二人でアパートで生活しています。主人も足が悪くて、時々転んだりしております。玄関を出て道路の方へ出ていく時
に、段差があって出たり入ったりが不安です。段差をもう少し低くしてくだされば出入りが楽になります。よろしくお願いし
ます。無理な願いとは思いますが、どうか考えて下さいませ。福間駅近くのアパートです。

188 65歳以上 身体障がい者
いろいろと課題はあるでしょうが、私は、自主、自立の精神で課題を耐えて、頑張りたいと思います。言われることは、人
それぞれですので、気にしないことにしています。

189 65歳以上 身体障がい者
駅から自宅まで坂道ばかり道路は段差カーブが多くとても歩きにくい。急坂がなく歩きやすいルートが欲しい。他の高齢
者もつらそうに登っている姿をよく見る。途中休憩する場所もなく、住宅地のブロックに座っている人をよく見かける。

190 65歳以上 身体障がい者
オムツの手当てが打ち切られて経済的に大変。訪問医療費、宗像は0円なのに福津は500円なのはなぜ？自治体の規
模で？

191 65歳以上 身体障がい者
外出したくても足が悪く、運動やリハビリなどしたい気持ちはあるが、車もなく足も悪く家にこもりっぱなしなので、送迎し
てもらったり運動できる場所など行けるようにしてほしいです。介護認定を受けなかったので、家にこもってばっかりで
す。

192 65歳以上 身体障がい者

下肢の障がいある方々への対応は、公共施設やその他の施設について、これまで対応が進んでると思いますが、両上
肢障がい者の方が少ないこともあって、対応が全然できていないように思っています。（トイレ及び手洗い施設、駅の施
設、エレベーター、エスカレーター等)市施設等の新・増設、改修等の計画時には、是非意見を聞いて下さい。同じような
人達の御役に立たせていただきたいと願っています。

193 65歳以上 身体障がい者 国への疑問。

194 65歳以上 身体障がい者
現在、市役所の機関で働かせて頂いており、感謝しか有りません。自宅では地域との関わりが無く、唯一、心やすらぐ
社会との接点が有る場所です。

195 65歳以上 身体障がい者

現在入院中の本人に意見を聞きながら、このアンケート書きました。我が家は3人家族、2人が障がい者手帳を持ってい
ます。ケアは私、82歳の私が1人で、2人のケアをしています。きついです。どんな手助けをやってもらえるのかわかりま
せんでしたが、手助けになってくれるかもと介護保険申し込みました。「要支援1」が認可されました。でも本人が入院中
の為使えないそうで、まだ何も使っていません。「要支援1」エッ要支援1でしたが、本人のかかりつけのお医者もびっくり
してありました。法律ってむずかしいものだなっというのが私の正直な気持ちです。私はつかれました。早く私にもおむ
かえが来てくれたらうれしい。でも、家族をおいていけない。そんな気持ちで日々過ごしています。（このアンケートが来
た本人の妻より)

196 65歳以上 身体障がい者 交通機関の充実がない。行動が制限される。
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197 65歳以上 身体障がい者 交通機関の利便性を図ってほしい。
198 65歳以上 身体障がい者 子もおらず高齢になってきて、会話する人もおらず不安。

199 65歳以上 身体障がい者
今回のアンケートで、私の難聴は、回答に思案する程度の軽いものだったので、特に問21は該当マークに悩みました。
（今後利用したいか？）の問には、「万一その状況になれば・・・」の前提で1又は2をマークしました。

200 65歳以上 身体障がい者 災害で避難する時に、古賀市や宗像市より避難指示が遅れないように、行政組織の対応を早目にしてほしい。

201 65歳以上 身体障がい者
昨今の物価高騰には大変苦慮致しております。年金は若干の増額はありますが、物価高には追い付きません。毎年生
活は苦しくなるばかりです。

202 65歳以上 身体障がい者
視覚障がいの人の為の歩道の点字ブロックの上に物が置かれていたり、点字ブロックが破損していることが多い。車イ
ス用トイレがあっても、そのドアがさびついていたり重くて動かないことがある。設置はされていても、その後の点検がさ
れてなくて、実際役に立たない状態で放置されているなあと思う。

203 65歳以上 身体障がい者

市から障がい者支援など、大変お世話になっております。私は38才頃子供を海水浴に連れて行って、海水が耳に入っ
ていて、耳右が痛くなり福岡の小さな耳鼻科医に行きましたら、若い看護師さんが（あっーとさけび）ましたのでどうした
のかと聴いたらいえいえ、何もないですと言われたので代金を支払って帰ってました。博多駅ホームで列車を出してい
て耳が悪いとなって、九大病院で（コマクの再生）手術を受けましたが、耳が聞こえないまま現在となっています。（病院
名）の手続きで、福津市役所で補聴器を買って頂きました。誠にお金とお手数おかけ致しましてありがとうございました。
厚くお礼申し上げます。すみません。

204 65歳以上 身体障がい者 施設に入ってほとんど一日車いすの生活、本年で９５才になります。
205 65歳以上 身体障がい者 質問・記入・内容理解の項目が多く疲れた。
206 65歳以上 身体障がい者 市内に知的障がい者が就労できる企業や施設が増えると良い。

207 65歳以上 身体障がい者

市の障がい者支援窓口で教えて頂いたことがきっかけで、ケアマネージャーのことをデイケア、訪問看護、病院の紹
介、病名判明、又。県の機関を判り、病気が進んで現在はいろんな方のおかげで本人は入院生活となり、家族（夫と子
供達）として一番安心出来る状態になりました。在宅看護も失敗し、老人ホームにも入所しましたが、どちらも病気が悪
化し、大型病院に搬送し、危険な状態を乗り越えて、現在病院生活となりました。市役所の方に本当に感謝しかありま
せん。有りがとうございました。

208 65歳以上 身体障がい者
市の福祉課障がい者係に人は、いろいろ病気を持った人の支援を行うため大変だと思います。皆が頼りにしています
ので、頑張って下さい。

209 65歳以上 身体障がい者
市はよく色々と提案意見を取り入れて下さりありがたく思います。これからも宜しくお願い致します。大変ですけどねー。
ありがとうございます。

210 65歳以上 身体障がい者
自分が障がい者だと意識したことない。駐車場など近くに止めることが出来たり、高速やバスが割引料金でのれること
が良いが、地域により違うのでおどろいた。神戸に義姉が住んでるのですが、バス代は同じ障がいをもってるのですが
無料、介護者も無料でした。

211 65歳以上 身体障がい者
自分自身が障がいの程度が低いからかもしれませんが、障がい者と健常者と分け隔てなく、お互いを尊重出来る日常
が過ごせたら良いなと思います。現在は色々な悩みをかかえている人も多くいるようなので、労り合いながら何でも話せ
る空間を作っていければ良いなと思っています。

212 65歳以上 身体障がい者
自分の死後の手続きが今一番の悩み。民間の身元保証人協会のパンフレットを送ってもらい検討している。地元の市
役所や社協で運営してもらいたい。ある市町村では、実際に運営されているところもある。

213 65歳以上 身体障がい者 市役所窓口に手話通訳を付けてほしい。
214 65歳以上 身体障がい者 障がい者がくらしやすいではなく、みんながくらしやすいという視点に立って考えてほしい。
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215 65歳以上 身体障がい者
障がい者支援策としてアンケートを実施されたこと自体一歩前進だと思います。小さなことでも障がい者にとっては切実
な問題と思います。ひとつづつ実施されることを切望します。

216 65歳以上 身体障がい者
障がい者専用の駐車スペースに、対象外の車両、特に高齢者のドライバーが止めている事が多く、利用出来ない。専
用の駐車スペースである事をもっと明確に明示してほしい。

217 65歳以上 身体障がい者
障がい者と分からないように生活している。出来るものは自分でやってる。出来ない時は家族に頼む。何とかやってす
ごしてる。

218 65歳以上 身体障がい者
障がい者に対する市からの支援も十分に行き届いており、北九州に一時居住していた事実があるが特に何もなかっ
た。しかし現在福津市に居住しているが、充分になされていると思う。ありがたいです。

219 65歳以上 身体障がい者

障がい者認定３級を受け、会社を定年退職後の再雇用は母の自宅介護と自分の体調を考え、断り現在に至ってます。
２０２１年新型コロナワクチンを母が接種後８日目に亡くなり、自分も５回接種後、気管支喘息、不整脈、身体の冷え、大
腸ポリープそして２０２５年に腎臓ガンの手術。現在どこの医療機関も、コロナワクチン接種後遺症のまど口は無し、困っ
ております。果たしてコロナワクチンは有効性、安全性はどうなのでしょうか？過去４０年のワクチン死亡が１５５人、コロ
ナワクチン４年で１０００人超え、約７倍です。福津市長！早く止めて下さい。薬害です。障がいの後遺症とワクチン後遺
症で苦しい毎日を送ってます。真実を見て下さい。

220 65歳以上 身体障がい者 障がい者の事業所が少なすぎる。家族に対しての理解を深めてほしい。

221 65歳以上 身体障がい者
障がい者も全て甘えてはいけないと思う。しかし、どうしても手助けが必要な人には十分に力を貸して欲しい。市長さん
職員のみなさん、よく考えてみて下さい。いつ障がい者になるか分かりませんよ。乱筆乱文にて失礼しました。

222 65歳以上 身体障がい者 障がい者用駐車スペースを健常者が平気で使っている。
223 65歳以上 身体障がい者 障がい者用の駐車場を増やしてほしい。
224 65歳以上 身体障がい者 障がい当事者が病気などで意識が朦朧となった時のは、どのような方法がありますか。
225 65歳以上 身体障がい者 障がい年金について何ら説明がなく、年金事務所が担当とだけ説明され、不親切だった。
226 65歳以上 身体障がい者 障がい福祉サービスと介護サービスの併用ができないのが残念です。できるようになるとありがたいです。

227 65歳以上 身体障がい者
障がい福祉と一括りにすると、浅く広い内容の質問になります。傾向や割合の把握が目的なので、それでも広いとは思
いますが、年代や性別、障がいの重さで、それぞれにかかえる悩みがあると思います。解決は難しいとは思いますが、
色々な方の話を聞いて、福祉の向上に役立てていただければ幸いです。

228 65歳以上 身体障がい者 浄化槽の清掃代金の無償化。

229 65歳以上 身体障がい者

常駐できる看護師さんがいるグループホームを作って欲しい。話好きで植物に水をかけたりする程度はできる認知症の
母でしたが、「パウチ（尿）交換は看護師さんしかできないので」との理由ですべて断られました（膀胱がんの手術でパウ
チあり）。パウチ交換はそれほど難しいことではないのですが。「福津市には常駐の看護師さんががいるグループホー
ムがないもんね－」の声はよく聞きます。どうぞ作ってください。数年前、グループホームを探した時の私の思いです。

230 65歳以上 身体障がい者 人工透析入居出来る施設が少ない。

231 65歳以上 身体障がい者
身体障がい者手帳について。体幹能障がい３級、呼吸器不全３級、公的機関３級に？なぜ。病院について。病院に行け
ない方などどうして良いか？九大病衣年報には行けない。心不全で酸素ボンベなど使用にてどうしたらよいか。

232 65歳以上 身体障がい者
身体の不自由な方がバスに乗り、移動や外出したくても、特にバス停には腰掛ける設備がなく、少しでも腰掛ける設備
を設けることを提案したい。

233 65歳以上 身体障がい者 スーパーで車いすの方のために、高い所など介助するための店員を配置したらよいと思う。
234 65歳以上 身体障がい者 ストマの助成してもらう金額が少ない。申請を半年ごとに受け付けるのではなく、1年にしてほしい。
235 65歳以上 身体障がい者 ストマの値段が高騰しているのに、補助の値段は変わらない。補助額を上げてもらいたい。
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236 65歳以上 身体障がい者
住む地域によって、行政サービスが異なっている。例えば①広報誌の配布方法（高齢のため配布がきつい）②買い物
サービス（ある地域では、市の送迎バス（週１回）があると聞く）郷づくりの意向もあるかもしれませんが、統一してほし
い。（郷づくりも高齢者が多い）

237 65歳以上 身体障がい者

生活面で困っていることがある。
1、歩道上に三角コーンが置かれてあったり、他の障害物が放置されていることがある。
2．坂道を登った先の道路にミラーが設置されてない為、右折が困難に感じる。（植木とか旗が「邪魔」で右側が見えな
い）

238 65歳以上 身体障がい者

精神障がい者について、病気発症時に事故や事件をおこし、報道されることが多く、治療により安定し社会生活を送れ
るレベルや病気を本人が充分持っているケースがままあるにかかわらずに、社会から怖がられたり、偏見を持たれやす
い。理解は出来るが、将来に向かってまっすぐ生きるにあたり、障がい者のよい面、普通とあまり変わらぬ面にも積極的
に光をあててほしい。近代医学の向上、治療の向上にも目を向けてほしい。私自身上司の方々にめぐまれていたが社
会的偏見の中に置かれていた。

239 65歳以上 身体障がい者 大変お世話になっています。そして大変な仕事ですがこれからも宜しくお願いします。ありがとうございます。
240 65歳以上 身体障がい者 タクシーが前日までに予約しないと利用できない。市役所などにタクシーで行っても、中に入るのが難しい
241 65歳以上 身体障がい者 タクシー券を増やしてほしい。
242 65歳以上 身体障がい者 タクシー利用券の支給はありがたいです。
243 65歳以上 身体障がい者 助かっています。

244 65歳以上 身体障がい者

津屋崎２丁目２０番にある小さい方の農業用水路を改善してください。何度も記入しましたが、そこの水路がすぐあふれ
てきます。大雨では当然あふれてきますが、普通より少し強い雨でもあふれているのを何度も見ています。そのくらいの
量であふれるような水路はとても危険だと思います。まわりには小さい子、小学生、お年寄りの方も住んでおられるの
で、何かあってからでは遅いと思います。なるべく早く改善していただかないと、梅雨、夏が来て、また同じことになり、と
ても怖いです。

245 65歳以上 身体障がい者

デイサービスへ週3回送迎バスで通っています。介護する職員が皆さん親切で、気持ちが良いです。今のまま元気でい
つまでも利用できればと思います。でも毎年妻（84才）私（89才）と老老介護で先々心配です。今日が楽しく生きられれば
幸せです。障がい福祉課の皆様よろしくお願いします。介護保険負担割合上げないで下さい。介助している妻にいつも
感謝しています。

246 65歳以上 身体障がい者
点字ブロックの上に雑草や土がかかっているので、定期的に整備してほしい。福間駅から市役所までの展示ブロックが
ないので、延長してほしい。

247 65歳以上 身体障がい者 特にありません。この仕事に携わっている方全員に感謝しています。

248 65歳以上 身体障がい者
難聴のため防災無線が聞き取れません。電話での会話もよく聞き取れないため、何か他の方法があると助かります。市
役所の窓口での対応ですが、何回も聞き返すとイやな顔をされる時があります。もっと筆談やタブレット等を利用して、
目で確認できるようにしてほしいです。

249 65歳以上 身体障がい者
日常生活で簡単な事で困る事が多くあります。シルバーにお願いして下さいとの事。定期的でなく、単発で、日を空け
ず、頼める所があればと思います。

250 65歳以上 身体障がい者
日中に不在にすることが多く、民生委員さんと思われる方が何度か訪問されているようだ。郵便受けなどにメモを残して
もらえれば、後で連絡できます。
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251 65歳以上 身体障がい者

配偶者のいない障がい者で、子どもが親を介護や支援しなければいけない現状をどうにかして欲しいです。父は半身ま
ひで一人では生活できません。母は他界しています。同居だと介護サービス使えない。一人で自宅へ戻しても生活でき
ない。サービスに制限が多い。子供には子供の生活があり、それを制限されたり生活や仕事を犠牲にしないといけな
い。とても苦しいです。私にも私の家庭、子供がいて、まだ子育て真っ最中です。助けてもらいたくて、制度やサービスに
限界が多すぎます。福津市はどこも（サービスや制度）病院やケアマネからも言われます。こんな現状の家庭があること
を知って欲しいです。

252 65歳以上 身体障がい者 人に頼らぬ自立した日常生活をやっている所ですが、病院や買物などは移動手段がなし大変です。

253 65歳以上 身体障がい者
福祉タクシー券の利用は極力無駄使いのない様、自転車を使用して病院への通院や町内近隣の町への買い物へ出る
様にしていますが、免許返納した為、雨降りなどには自転車が使えず、止むなく福祉タクシー券を使っています。今後と
も、是非継続していただきます様お願い致します。

254 65歳以上 身体障がい者
物価高の影響もあり、生活必需品にかかる費用や施設の利用料も値上げがあり、経済的な心配がある。それらの援助
をしてほしい。家族としてのサポートもするが、国や自治体からの温かいサポートをぜひお願いしたい。

255 65歳以上 身体障がい者

物理的な支援策はある程度整備されつつあるように感じるが、障がい者やその家族に対する健常者の方たちの理解が
殆んどないように感じられる。何が大変か、何に困っているか、もっと具体的に知ってもらう場が必要だと思う。殆んどの
障がい者とその家族は孤独です。助けてもらいたいというより、分かってもらいたいのです。あとは安心して暮らせる入
居施設が圧倒的に不足しています。

256 65歳以上 身体障がい者
ペースメーカーを入れて、3年後、タクシー券の発行が終了。通院等1人では行けないので、妻と同行、往復タクシー利
用で、交通費が大分かかる。

257 65歳以上 身体障がい者 返信用の封筒が小さく入れにくい！

258 65歳以上 身体障がい者
補聴器ををつけているので余り不便は感じないが、声の質（マスク）によって聞き取れない時がある。その様な時そっと
出せる小さなカード等（手帳などでなく）あったらいいかなと思います。難聴です。

259 65歳以上 身体障がい者
まだ自己で動けるからそんなに感じないが、今後不自由になったら、人の手助けが必要になってくるだろう。女房も元気
だから今は良いけど先が心配。

260 65歳以上 身体障がい者 ミニバスのコースをもっと広げてほしい。
261 65歳以上 身体障がい者 息子が毎日通ってくれている。
262 65歳以上 身体障がい者 用件がある場合、問い合わせさせて頂きますが、感じ良く対応していただいています。（嫌な思いをした事がありませ

263 65歳以上 身体障がい者
私は９４才で１０年前にペースメーカーを挿入して頂いています。今年中に電池の入れ換えはして頂く様です。足腰は
弱っているものの、まあまあ元気です。お陰様で家族に支えられて過ごしていて幸せです。

264 65歳以上 身体障がい者

私は耳に障がいがあります。病院や市役所、銀行等の窓口で話をする事がとてもむずかしいです。大きな声で話をして
下さる方もいれば、小さな声で話される方もあり、とても理解がないのには悲しくなります。もちろん補聴器をしています
が、なかなか聞きとりにくいことが多くむなしくなります。すきで難聴者になったわけではないです。（中耳炎になり手術を
子供の時にして）39才でメニエル病のひどい病気で入退院をくり返し、今現在も病院にかかり薬も飲んでいます。もっと
気楽にどこでも話せる場所がほしいです。市役所等マイク補聴器があるととてもうれしいし、たすかります。（病院である
ところもあります）
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265 65歳以上 身体障がい者

私は耳も片耳、今は手足に障がいがあり、痛みや手足が動きにくく困っています。80才になり、特に家族や親戚に思う
ほど自分の考えている事等が誤解され、又は親戚に何も関係がない（特に病院内の方）方が、絵手紙と言って「70万貸
した、70万返せ」又注意すると、又何の親戚の方の名前を出して、どうのこうの本当に困ります。私は皆さんに迷惑はか
けたくない、したくないので、特に病院内でのトラブルには注意ますが、私一人では解決が難しく困ります。特にこの病
院は、皆何らかの病気を抱えていらっしゃるのは分かるのですが、常識外のトラブルが多く、今はとにかくこの病院の先
生や介護にあたってくださる方に相談はするものの、次から次に思いもかけない言葉が広がり困ります。

266 65歳以上 身体障がい者 介護支援者への教育、介護支援者の会が必要、男性介護者に対する料理教室。

267 65歳以上 身体障がい者
差別はなくならないだろうし。あって当然と言える。しかし。ある程度豊かに暮らせる収入を保証すれば、自然と大方の
差別の解消につながるのではないか。

268 65歳以上 身体障がい者 人に迷惑をかけないように、老人二人でできるだけ生活していきたい。
269 65歳以上 身体障がい者 福津市に引っ越してきたばかりで、提案できるほど市の事を把握できていない。
270 65歳以上 身体障がい者 今後、何かあれば提案させて頂きます。
271 65歳以上 身体障がい者 私にとっては十分だと思います。

272 65歳以上 身体障がい者

私の場合は、腎臓移植によって.身体障がい者手帳1級が与えられていますが、現在、免疫抑制剤の服用と、それに伴
う要注意事項の遵守（感染症、外傷の予防徹底等）及び「疲れやすさ」以外に身体的不自由はほぼありません。問１０
にも書きましたが、唯一あるとすれば、体力維持のためのウォーキング時の「疲れやすさ」から街路のベンチの設置数
を増やしてほしいことです。県道９７号線沿いには結構設置されていますが、交通量が多くウォーキングには適していま
せん。一方、福間～津屋崎の海岸線は、静かで歩きやすく、観光地でもありながらベンチ数が少なく、なかなか足が向
きません。特に障がい者支援ということでもなく、あまり参考にならずに申し訳ないですが、以上です。

273 65歳以上 身体障がい者
私は聴力障がいがあるのですが、自治体などの現状の問い合わせ先は電話、FAXばかりの明記です。
もっとEメールを
使えるようにお願いします。

274 65歳以上 身体障がい者

車いす使用車なので、公共交通機関を使いにくくハードルが高いです。福津市のミニバスも、当初は後部に立派なリフト
が付いていて、車いすでも乗れることに感動しました。しかし数年後に、車いす使用者を乗せると定時に運行ができにく
いと言うことで、せっかくのリフトを撤去されてしまいました。代替用にタクシー会社を使えるとのふれ込みでしたが、タク
シー会社の方はそれにも不満を持ってあるようで「仕事にならないから困る」と言われました。またミニバスのドライバー
さんも、車いすの扱いの講習も受けていないようで、段差があってバスに近づけないような状況でも、つっけんどんに
「早くこっちにこんね。俺たちもわからんと」と冷たく言われたこともあります。今は社会福祉協議会のスロープ車を予約
し、ボランティアのドライバーさんが迎えに来てくださるのでそちらを利用しています。しかし1台しかない上に20年以上
経った老朽車で、先日も直前に故障してキャンセルになりました。24時間テレビで贈呈された車のようで、もし壊れたらこ
のサービスも終了になるという噂も聞きます。もし市が少しでも支援してくださるなら、このサービスを使い続けられるの
にと切に思っています。90代の母と2人暮らしで運転できるものもいないので、安心して使える交通手段を整えてほしい
です。

275 65歳以上 身体障がい者
身体障がい者手帳の更新時、1級から4級に変更になったが、何の説明もなかった。ペースメーカー装着者に対する制
度変更の為らしいが、こちらが調べるのではなく、更新時に説明すべきである。

276 65歳以上 身体障がい者

台風などの役所からスマホに送られてくる緊急通知に、
●や■や【】などの記号を入れないで頂きたいです。スペースや
改行だけで見やすく出来ると思います。
スマホの読み上げ機能を利用しているので「マル」「シカク」「カッコ」とか読み上
げられ、必要な情報が聞き取れず、それが理解できないことに不安ストレスから苛立ちパニックを起こしています。


毎回泣きながら力づくで抑え込んでいる状況です。これ以上ケガをしたくないし本人を見てるととても辛いです。
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277 65歳以上 身体障がい者
毎月病院と薬代だけで3万円を超えるお金が掛かっている、何らかの補助があればと考えている。医療費控除してもほ
とんど返ってこない、脳梗塞の人には生涯補助が手厚いが肺気腫の人には何らはいりょがなされていない。動くだけで
息切れし、苦しいのに誰もこの苦しみを分かってもらえない。利用したいサービス内容がわからない。

278 65歳以上 精神障がい者

68歳女性です。70歳の夫とアパートで年金で暮らしております。車がないと買い物や病院に行けません。辛うじて今は
二人とも運転できますが、次の更新は駄目かもしれません。親、兄弟、子供、親戚、友人、相談できる人がおりません。
二人だけでひっそりと暮らしておりますが、一人になったらどうすれば。アパートが値上がりしたり、取り壊し等になった
ら？身体が動かなくなったら？回答のない問いで不安ばかりがつのっています。孤独死を避けるため、アパートに迷惑
をかけないためにも緊急ブザーとかあればと思います。

279 65歳以上 精神障がい者 今住んでいる場所は気に入っているが、家賃が高い。

280 65歳以上 精神障がい者

市へのお願い　障がい者本人家族へのきめ細やかな支援が届くよう、支援者の人を増やしていただきたい。我が家に
は夫は医療院、息子は精神障がい者２級の３人暮らしです。障がい年金基礎２級を息子は受給してますが金銭管理が
できない息子の生活、日用品等も親負担です。夫の年金（施設費を引いて高額療養費を足して）の残３～４万と私の年
金８万５～6千円、１２万程での生活です。息子の金銭管理への対策は、母親ではとても難しい状況です。対策や解決
へ向けて支援していただきたい。（根気よく支援が必要と考えてますので、その為には支援者の方の人数etc.が必要な
のではとおもうところがあります）

281 65歳以上 精神障がい者 市役所でお金が入るシステムがあればいいが、手続きが分かりにくい。
282 65歳以上 精神障がい者 精神障がい2級でも、タクシーの割引補助のサービス券をお願いします。

283 65歳以上 精神障がい者

成年後見制度の周知。特に、補助人、保佐人について。後見人がついた場合に比べて、権利の制限が少ないこと。費
用がかかるといっても、本人の収入に見合った過度の負担にならないよう、裁判所が決めること、お金の管理だけでなく
生活上の相談にも応じてくれることなど。電話詐欺やネット詐欺のニュースを見るたび、補助人がついていて財産管理
をしていれば、多くの場合詐欺の被害にあわなかったのではないかと思います。私自身（知的、身体障がいは有りませ
んが）発達障がい（アスペルガー症候群、ADHDの傾向も少し）お金の管理が苦手なので、補助人をつけてもらっていま
す。また、日常の生活管理（特に衛生）も苦手なので、訪問看護を利用しています。

284 65歳以上 精神障がい者
訪問看護で介助員と一緒に歩行訓練をやってもらっていますが、歩行者用の道路が狭いので困っています。また、道路
脇への階段に手摺がないので困っています。手摺の設置をお願いします。

285 65歳以上 精神障がい者 本人が嫌がるので妻が書きました。

286 65歳以上 精神障がい者
市の職員は弱者に強く、強者に弱い。バスの運転手にびっくりした顔で何回も顔を見られた。手帳を見せてバスに乗っ
たら、手帳と自身の顔を交互に見た。それ以来バスに乗っていない。１人での外出が怖い。

287 65歳以上 精神障がい者 分かりずらいし，長い。
288 65歳以上 知的障がい者 国や市の税金で障がい年金を受け、施設生活ができています。感謝いたしております。
289 65歳以上 知的障がい者 現在は福間サンテラスに通所しているが、75歳ということもあり、今後の施設等を知りたい。
290 65歳以上 知的障がい者 障がい児を持つ家族（両親）に手当を多くしてほしい。
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一般市民用調査結果
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あなたのことについて

　「男性」が45.5％、「女性」が54.0％となっています。

問２　　年齢を教えてください。

問３　　職業を教えてください。

一般市民用調査結果

問１　　性別を教えてください。

　「50歳～59歳」が24.0％（前回12.8％）で最も多く、次いで「60～69歳」18.7％（前回19.4％）、「40～
49歳」18.4％（前回14.9％）の順となっています。

　「会社員、団体職員」が40.4％（前回25.5％）で最も多く、次いで「パート・アルバイト」16.4％（前回
16.4％）、「無職」14.8％（前回25.9％）の順となっています。

45.5 54.0 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=391

男性 女性 答えたくない

7.4 16.6 18.4 24.0 18.7 14.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=391

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

40.4 10.2 4.10.3
2.0

10.0 16.4 14.8 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=391

会社員、団体職員 公務員 自営業（農業・漁業を除く） 農業・漁業 学生 家事専業 パート・アルバイト 無職 その他
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問４　　あなたの家族・親族に障がいのある人(児)はいますか。

障がい者（児）に対する意識について

問６　　あなたは「インクルージョン」という考え方を知っていましたか。

　「家族・親族に障がいのある人（児）はいない」が70.8％で最も多く、次いで「家族・親族に障がいの
ある人（児）がいる（いた）が、同居はしていない」16.6％、「同居している家族・親族に障がいのある
人（児）がいる（いた）」12.5％の順となっています。

問５　　あなたは、家族・親族以外に障がいのある人(児)の知り合いがいますか。（複数回答）

　「いない」が49.9％で最も多く、次いで「福津市外にいる」34.0％、「福津市内にいる」20.2％の順と
なっています。

　「聞いたことがなかった」が62.1％で最も多く、次いで「聞いたことがあったし内容も知っていた」
19.2％、「聞いたことはあったが内容は知らなかった」18.7％の順となっています。

12.5 16.6 70.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=391

同居している家族・親族に障がいのある人（児）がいる（いた）

家族・親族に障がいのある人（児）がいる（いた）が、同居はしていない

家族・親族に障がいのある人（児）はいない

19.2 18.7 62.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=391

聞いたことがあったし内容も知っていた 聞いたことはあったが内容は知らなかった 聞いたことがなかった

20.2

34.0

49.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

福津市内にいる

福津市外にいる

いない n=391
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　問８で1～2のいずれかに○をつけた方のみお答えください
問８-１　　どのような場所や機会に、差別や偏見があると感じますか。（複数回答）

　「おおいに賛同する」が52.9％で最も多く、次いで「ある程度賛同する」33.0％、「わからない」11.5％
の順となっています。

問８　　あなたは、社会の中で、障がいのある人(児)への差別、偏見があると思いますか。

　「あると思う」が51.9％（前回36.7％）で最も多く、次いで「少しはあると思う」33.8％（前回41.0％）、
「ほとんどないと思う」10.2％（前回13.3％）の順となっています。

問７　　あなたは、「インクルージョン」という考え方について、どう思いますか。

　「仕事や収入」が83.3％で最も多く、次いで「外出先で」55.2％、「教育の機会」50.7％の順となって
います。

52.9 33.0
2.0
0.5 11.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=391

おおいに賛同する ある程度賛同する あまり賛同しない 全く賛同しない わからない

51.9 33.8 10.2 4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=391

あると思う 少しはあると思う ほとんどないと思う わからない

50.7

83.3

27.8

55.2

26.9

19.1

12.2

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教育の機会

仕事や収入

近所づきあい

外出先で

余暇を楽しむとき

地域の行事や集まり

病院などの医療機関

その他 n=335
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　「ある」が70.3％、「ない」が29.7％となっています。

問９　　あなたは、障がいのある人(児)について、どのように感じていますか。（複数回答）

　「手助けしなければならないと思う」が52.2％で最も多く、次いで「どのように接すればよいかわか
らない」37.9％、「障がい者（児）からは学ぶことが多い」26.3％の順となっています。

問10　　これまでに障がいのある人(児)と接したり、手助けをしたことがありますか。

70.3 29.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=391

ある ない

52.2

13.0

37.9

26.3

24.6

5.4

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

手助けしなければならないと思う

もっと自立した生活をした方が良いと思う

どのように接すればよいかわからない

障がい者（児）からは学ぶことが多い

障がいのあるなしは重要でないと思う

その他

特に何も感じない n=391
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　問10で1に○をつけた方のみお答えください
問10-１　　それはどのようなことでしたか。（複数回答）

　「車椅子を押したり、横断歩道や階段で手助けをした」が50.5％で最も多く、次いで「電車やバスな
どで席を譲った」44.4％、「一緒に遊んだ」35.5％、「相談相手や話し相手になった」30.5％の順となっ
ています。

問11　　今後、障がいのある人(児)とかかわるとすれば、具体的にはどのような形でかかわりたい
と思いますか。（複数回答）

　「身近にいる障がい者（児）に対して、できる範囲の手助けをしたい」が58.8％で最も多く、次いで
「障がい者（児）が主催する絵画展やコンサートなどを見に行きたい」19.9％、「特にかかわりたくな
い」13.3％の順となっています。

19.3

17.8

8.4

6.2

30.5

6.5

50.5

44.4

15.3

35.3

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家事や買い物などを手伝った

入浴や着替えなどを手伝った

リハビリテーションの介助をした

経済的な援助をした

相談相手や話し相手になった

手話・点訳・朗読などをした

車椅子を押したり、横断歩道や階段で手助けをした

電車やバスなどで席を譲った

勉強・学習を手伝った

一緒に遊んだ

その他 n=275

9.2

58.8

11.3

3.8

2.3

19.9

3.3

7.4

13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がい者（児）との交流活動に参加したい

身近にいる障がい者（児）に対して、できる範囲の手助けをしたい

ボランティア活動をしたい

ホームヘルパーなど福祉に関する仕事をしたい

場所を提供したり、経済的な援助をしたい

障がい者（児）が主催する絵画展やコンサートなどを見に行きたい

就職や結婚のお世話をしたい

その他

特にかかわりたくない n=391
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ボランティア活動について

問12　　隣近所に、障がいのある人(児)の介助・介護などで困っている家庭があった場合、あなた
は、どのような手助けができると思いますか。（複数回答）

　「安否確認の声かけ」が55.5％で最も多く、次いで「災害時の手助け」54.0％、「話し相手・相談相
手」30.4％の順となっています。

問13　　障がいのある人(児)に関する福祉関係のボランティア活動に参加したことがありますか。

　「参加したことがない」が82.9％で最も多く、次いで「過去に参加したことがある」13.8％、「現在参
加している」3.3％の順となっています。

問14　　今後、障がいのある人(児)に関する福祉関係のボランティア活動に参加したいと思います
か。

　「どちらかといえば参加したい」が34.3％で最も多く、次いで「参加したいとは思わない」28.9％、「ど
ちらかといえば参加したくない」26.6％の順となっています。

55.5

30.4

22.0

14.1

54.0

2.6

11.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安否確認の声かけ

話し相手・相談相手

買い物など家事の手伝い

通院などの外出の手伝い

災害時の手助け

その他

特にない n=391

3.3

13.8 82.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=391

現在参加している 過去に参加したことがある 参加したことがない

10.2 34.3 26.6 28.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=391

参加したい どちらかといえば参加したい どちらかといえば参加したくない 参加したいとは思わない
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　問14で1～2のいずれかに○をつけた方のみお答えください
問14-１　　参加したいと思う活動はどのような活動ですか。（複数回答）

　「時間の余裕」が62.4％（前回46.8％）で最も高く、次いで「活動内容の分かりやすい説明」56.8％
（前回47.3％）、「ボランティア活動の情報」53.7％（前回43.2％）、「気軽に参加できる雰囲気」52.7％
（前回55.4％）の順となっています。

　「電車やバスなどで席を譲る」が70.7％で最も高く、次いで「車椅子を押したり、横断歩道や階段で
手助け」70.1％、「相談相手や話し相手」40.2％の順となっています。

問15　　障がいのある人(児)に関する福祉関係のボランティア活動に参加するためには、何が必
要だと思いますか。（複数回答）

10.3

13.8

14.4

2.9

40.2

10.9

70.1

70.7

27.6

28.7

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家事や着替えなどの日常生活のお世話

手話・点訳・朗読などの奉仕員

リハビリテーションの介助

経済的な援助

相談相手や話し相手

手話・点訳・朗読など

車椅子を押したり、横断歩道や階段で手助け

電車やバスなどで席を譲る

勉強・学習を手伝う

一緒に遊ぶ

その他 n=174

53.7

56.8

45.5

20.2

62.4

25.1

22.0

52.7

15.3

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ボランティア活動の情報

活動内容の分かりやすい説明

参加方法の分かりやすい説明

自分が興味のある活動内容

時間の余裕

交通費等、金銭的負担の軽減

一緒に活動する仲間

気軽に参加できる雰囲気

障がいのある人（児）と触れ合える機会

その他 n=391
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権利擁護について

問16　　あなたは「障害者差別解消法」に関して知っていましたか。

　「ある」が27.1％、「ない」が72.9％となっています。

　「聞いたことがなかった」が57.0％（前回63.1％）で最も多く、次いで「聞いたことがあったし内容も
知っていた」25.3％（前回12.6％）、「聞いたことはあったが内容は知らなかった」17.6％（前回21.2％）
の順となっています。

問17　　これまでに障がいのある人(児)が差別を受けているのを見たり聞いたりしたことはありま
すか。

25.3 17.6 57.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=391

聞いたことがあったし内容も知っていた 聞いたことはあったが内容は知らなかった 聞いたことがなかった

27.1 72.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=391

ある ない
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　問17で1に○をつけた方のみお答えください
問17-１　　それはどのようなことでしたか。（複数回答）

【場所】

【相手】

　「学校など」が67.9％で最も多く、次いで「職場」25.5％、「店舗・飲食店」22.6％の順となっていま
す。

　「知らない人」が28.3％で最も多く、次いで「友人・知人」25.5％、「施設職員」12.3％の順となってい
ます。

25.5

67.9

9.4

2.8

22.6

19.8

4.7

21.7

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職場

学校など

障がい者施設

病院

店舗・飲食店

公共施設

宿泊施設

交通機関（ﾊﾞｽ・JR・ﾀｸｼｰ等）

その他 n=106

10.4

7.5

12.3

0.9

11.3

2.8

3.8

25.5

28.3

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業主

学校などの職員

施設職員

医師や看護師

店員

駅員・乗務員

近隣の人

友人・知人

知らない人

その他 n=106
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【内容】

問18　　あなたは「障害者虐待防止法」に関して知っていましたか。

　「ある」が12.8％、「ない」が87.2％となっています。

　「その他」が21.7％で最も多く、次いで「店や施設への入店 ・入場を断られた」15.1％、「同一労働
をしているのに賃金が安い」14.2％の順となっています。

　「聞いたことがなかった」が45.8％（前回53.2％）で最も多く、次いで「聞いたことがあったし内容も
知っていた」29.9％（前回16.7％）、「聞いたことはあったが内容は知らなかった」24.3％（前回26.8％）
の順となっています。

問19　　これまでに障がいのある人(児)への虐待を見たり聞いたりしたことはありますか。

29.9 24.3 45.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=391

聞いたことがあったし内容も知っていた 聞いたことはあったが内容は知らなかった 聞いたことがなかった

12.8 87.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=391

ある ない

15.1

2.8

6.6

14.2

21.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

店や施設への入店 ・入場を断られた

交通機関の利用を拒否された

必要なサービスや医療が受けられなかった

同一労働をしているのに賃金が安い

その他 n=106
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　問19で1に○をつけた方のみお答えください
問19-１　　それはどのようなことでしたか。（複数回答）

【場所】

【相手】

【内容】

　「施設職員」が32.0％で最も多く、次いで「同僚」「その他」12.0％、「家族」14.0％の順となっていま
す。

　「侮辱する言葉を言われていた」が44.0％で最も多く、次いで「怒鳴られていた」22.0％、「汚れた衣
類を着続けていた」14.0％の順となっています。

　「障がい者施設」が34.0％で最も多く、次いで「職場」18.0％、「その他」16.0％の順となっています。

10.0

34.0

18.0

16.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

障がい者施設

職場

その他 n=50

14.0

32.0

8.0

12.0

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族

施設職員

職場の上司

同僚

その他 n=50

44.0

22.0

12.0

6.0

4.0

14.0

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

侮辱する言葉を言われていた

怒鳴られていた

なぐられていた

食事を与えられていない

預貯金を本人の意思に反して使用されていた

汚れた衣類を着続けていた

その他 n=50
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障がい者（児）施策について

　問21で1～2のいずれかに○をつけた方のみお答えください
問21-１　　それはどのようなことですか。（複数回答）

　「ときどきある」が36.1％で最も多く、次いで「わからない」31.5％、「あまりない」17.4％の順となって
います。

問20　　障がいのある人(児)への虐待を発見したとき、通報する義務がある事を知っていますか。

　「知っている」が53.2％（前回44.8％）、「知らない」が46.8％（前回48.6％）となっています。

問21　　もう少し工夫すれば、障がいのある人(児)にも利用しやすくなるのにと思う、日常生活の中
で接するものや場所はありますか。

　「道路の段差や信号」が75.4％で最も多く、次いで「バスなどの公共交通機関の構造や乗り降り」
64.6％、「共同住宅や商業施設などの建物のバリアフリー化」64.1％の順となっています。

53.2 46.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=391

知っている 知らない

13.8 36.1 17.4 1.3 31.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=391

よくある ときどきある あまりない 全くない わからない

64.1

34.4

64.6

37.4

75.4

29.7

4.1

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

共同住宅や商業施設などの建物のバリアフリー化

図書館などの公共的な建物のバリアフリー化

バスなどの公共交通機関の構造や乗り降り

駅や公共的な施設での点字表示や音声・文字案内

道路の段差や信号

電気製品・日用雑貨 の使い勝手

その他

わからない n=195
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問22　　今後、障がいのある人(児)が地域で自立して生活するために、どのようなことが必要だと
思いますか。（複数回答）

　「住民全体が、障がい者福祉にもっと関心を持つこと」が59.1％で最も多く、次いで「障がいのある
人（児）にとって利用しやすい施設や交通機関を整備すること」58.1％、「ホームヘルパーなど福祉
の専門職の人を増やすこと」38.6％の順となっています。

問23　　障がいのある人にとって住みやすいまちをつくるために、今後どのようなことが重要だと思
いますか。（複数回答）

　「雇用・就労の場の確保」が66.0％で最も多く、次いで「障がいのある人（児）への理解を深めるた
めの学校教育」60.6％、「障がいのある人（児）のための交通移動手段の充実」43.0％の順となって
います。

59.1

38.6

24.6

34.5

58.1

32.2

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住民全体が、障がい者福祉にもっと関心を持つこと

ホームヘルパーなど福祉の専門職の人を増やすこと

地域のボランティア活動を盛んにすること

障がいのある人（児）の社会参加を推進するような規則や制度を確立

すること

障がいのある人（児）にとって利用しやすい施設や交通機関を整備す

ること

障がいのある人（児）自身が、積極的に社会参加する気持ちをもつこと

その他 n=981

32.0

60.6

32.5

42.7

66.0

17.1

37.9

43.0

38.6

21.7

23.5

17.4

33.8

19.9

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がい者福祉の問題の啓発・広報活動

障がいのある人（児）への理解を深めるための

学校教育

障がいのある人（児）に対するボランティア活

動の育成・支援

障がいの種類や程度に応じた教育の充実

雇用・就労の場の確保

使用料などの助成

公共施設などでの障がいのある人への配慮

障がいのある人（児）のための交通移動手段

の充実

障がいのある人（児）に配慮した道路の整備

障がいのある人（児）への情報提供

保健・医療制度の充実

障がいのある人（児）の参加を前提としたｽﾎﾟｰ

ﾂ・文化・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝの振興

障がいのある人（児）のための相談機関の充

実

防犯・防災対策の充実

その他 n=391
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（年齢順）
No 年齢 自由意見

1 20～29歳
ボランティアやや支援活動を活性化させるなら、雰囲気作りが1番大切だと思います。時間や金銭的余裕は、大概の人は、雰囲気が良
ければ何とかしてくると思います。

2 20～29歳
根本的に障がい者への差別は就学前から見られる事もあるので、学校教育だけでなく、保育園や幼稚園に通う年代の子どもたちから
関わりや理解を深められる環境が必要だと思う。

3 20～29歳
子供は知的障がいがあるため、子供だったらという立場で回答した。知的障がい者にこのアンケートを送付した時点で、福津市は考え
ていないと実感した。答えられるわけない。福祉というのなら、こんなことに時間を使わずに、具体的にこの子達が幸せに暮らせる方法
を考えたら？

4 20～29歳

障がい者に対しての差別は良くないが、区別は必要だと感じる。全員がそうであるとは言い切れないが一定数「自分は障がい者なん
だから出来なくて当たり前、施されて当たり前」と考えている人が必ずいる。そのような人に手厚い支援をしたとしても自立はできないと
思う。障がい者である以上一般人とは違うので、一般人に近づけるような努力の片鱗が見えないと私自身気持ちよく支援できない。

1つ事例として私のバイト先の話を挙げる。私のバイト先には障がい者手帳を持った人がいるのだが、まともな業務はせずにのらりくら
りと働いている。業務指示を出しても基本的に遂行することはなく、言い訳ばかりしている。しかし、相手は障がい者であるため注意す
らも満足にできない暗黙の了解みたいなのが社内で広がっている。去年もその人が嫌になったと言い一人優秀なバイトが辞めてしま
い、人手が全く足りない状態が続いている。

以上のことから、就労支援にとどまらず、障がい者支援を受けるには一定の水準を設けるべきだと考えます。

5 20～29歳

福津市が何やってるか分かんないけど
、みんながちょっと協力しようかなとか、わかりやすく言ってあげようかなとか心がけるだけでい
いと思う。わざわざ制度で強制しない方がいいなって。特別扱いだとかコイツらのせいでだるくね？みたいな風潮できると息苦しいか
ら。
なんか得のあるボランティア(収穫とか清掃後にお菓子出しますとか)を障がい持ってる人も気軽に参加できそうなやつして、デカめ
に広告してくれたら嬉しいなぁ。情報があんまわからない（雑誌見ないからかな）。そうしたらみんな来ると思う。

6 30～39歳

・ヘルパー事業所、通所施設、入所施設が少ない
。
・障がい児の受け入れ先の少なさ（学校・放課後デイサービス等）

・児童や福祉への助成が足りていない
。
・福祉専門家の啓発運動、または研修
。
適切な税の使い方をして欲しい。安くない税金を市民は払い続けている。全てを叶える事は難しいと思うが、福祉に力を入れようと考
えているならば、机上の空論で終わらないように政策を吟味し、取り組んで欲しい。より良く、いい街になるように。

7 30～39歳
医療的ケア児レスパイトが年間48時間では足りず、家族の負担が大きい家庭もあるため必要な家庭には、レスパイト時間拡充できる
ようにして欲しいです。また、医療的ケアがある子たちが特別支援学校に通う際の家族の送迎負担を減らすため、ヘルパーや訪問看
護による通学支援をお願いしたいです。障がいがある子もない子もみんなで暮らしやすい市になることを願っています。

8 30～39歳
介護、医療、社会福祉職員などの福祉従事者のなり手が確保出来ていないため、サポートする人が圧倒的に足りていないのが現状で
す。
福祉従事の仕事をしたいと思えるような職場環境、賃金の充実がまだまだ必要だと感じます。

9 30～39歳 学び舎ゆめの森のような施設を作ってほしい。

10 30～39歳
行政が障がい者福祉で、どんな取り組みを行っているかがわからない、認知できていない。津屋崎地区の小学校中学校前の歩道は
ガタガタで、点字ブロックはボロボロの状況も10年ぐらいみているが、改善される気配もないため、市の管理ではないのかも知れない
が、障がいのある人たちには冷たい街なんだなとずっと思っていた。

一般市民用調査結果　自由意見
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11 30～39歳
私たちが感じるのはあくまでも憶測のため、障がいのある方がほんとに困ってることや思ってることを聞き、良い暮らしができるように
支援して行けたらいいなと思います。

12 30～39歳
重度の障がいを持たれた方や酸素ボンベ等、即座に移動が困難な方達が、災害時や火災時に逃げ遅れないよう、各々にあったハ
ザードマップや避難整備を進めていただきたいと思います。

13 30～39歳
障がいのある方と接する機会がないため、このようなアンケートをきっかけに、理解を深めたいなと思いました。たまに東福間で、目が
見える方の肩につかまり歩いている白杖を持った方の姿を見て、そのようなボランティアがあるのかなと興味がありました。市を通じ
て、関心を深める機会の提供があれば参加してみたいです。

14 30～39歳
身近にいないと関わる機会がないのと、実際にどんなことに困っているのか、当事者じゃないと分からないことが多い
。何を必要とされ
ているのかどんなことができるのか、ボランティアの募集などを目にする機会がもっと増えると、意識できると思いました。

15 40～49歳
自分を含めて生活するのが精いっぱいで、時間・気持ちに余裕が無く、障がい者福祉について考える人は少ないと思う。又、身近に障
がい者がいないので、必要性を感じません。

16 40～49歳
まず、知らないということが問題だなと思いました。だからといって、知らない、無関心でいいとは思ってません。どうしたら障がい者の
いる家庭との接点が持てるのか、挨拶や知識をもって接することができるのかと感じました。

17 40～49歳

以前、テレビで強度行動障がいのある体格の良い成人男性(子)を抱えた家庭のドキュメンタリーを拝見しました。

家の中は破壊されて、頭を何度もぶつけるなどの自傷行為を羽交締めにしなが抑制する母親は、身体は常にあざがあり、普段からい
つ強度行動が出るかと心休まる時がなく、疲れ切っていました。
自分の年齢も考え、子供を預かってもらう施設を見つけるのに、県外
まで探しに行ったりと奔走しているという内容でした。

なかなか強度行動障がいの受け入れ先がないと言う事実を知りました。
障がい者をもつ家族がやすらかに過ごせる人生も人権の一つ
と思います。どうか、施設、職員を増やして頂き、みんなが幸せになるようにして欲しいです。強度行動障がいに限らず、ひとときも目が
離せない障がい者を持つ母親は、普通に友達と会ったり、ランチに行ったり、そんな事も出来ないのかと、一時預かりでもないのかと、
悲しい気持ちになりました。

18 40～49歳
仕事が少なく、あっても賃金が安いのがかわいそうだと思う。
収入が支出を上回って赤字になってしまっていると聞くので、せめて働い
ても最低限の暮らしができるように外国人ばかり補助せず同じ日本人で障がいがあっても頑張る人を助けてあげる社会になって欲し
い。

19 40～49歳
障がい者が障がい者として過剰に扱われるより、工夫により同じ立場に立てる環境作りが必要だと個人的に思っています
。障がい者
に対して慈悲を感じてしまう取り組みや働きかけにならないように気をつけたいと思います

20 40～49歳 障がい者への法律があり、護られている事を知れました。

21 40～49歳
障がい者自身もかもしれないが、その周りや身内も大変だと思う。周りの人や身内自身は障がいを持っていないので、その身内の職
場等はなかなか理解が及ばないかもしれないので、そこもフォローできればなお良いと思う。

22 40～49歳 障がい者福祉のアピールが国全体で少ない。本アンケートもひとつ前に進んでいるので良いと思います。

23 40～49歳
障がい者福祉への理解や支援は大事だと思うし、市民の協力やボランティアはもちろん大事だと思うが、人の善意に頼る前に、まずい
ま実際に現場で携わっている人々への待遇の向上が必要だと思う。行政にはそこに取り組むべきだと思う。

24 40～49歳
障がいのある方々がある程度は自立した生活ができるよう、その場限りではなく、やる気をおこさせるような環境作りも必要かと思いま
す。
周りが頑張っても本人のやる気がなければ何も変わらないため、双方で、前向きに進んでいけるような取り組みができると素晴ら
しいです。

25 40～49歳 障がい者と生活を共にする家族へのサポートが皆無。
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26 40～49歳

障がい者も色々、意思がある人もおり、例えばボランティアも健常者目線で自己満足意識で活動されるのは、障がい者の方、また、そ
の家族にも心理的負担でしかないと思います。
家族に障がい者がいますが、昔から選挙会場は建物にスロープがなく、選挙中だけ木
製のスロープがあり車椅子の方が1人では登れないスロープを、周りの方へ声掛けて手伝ってもらわないといけない現状です。そもそ
も気を遣って1人で気軽に行けない選挙なんて、障がい者の方に選挙権が無いも同然なのでは？といろいろと疑問に思います。

27 40～49歳
道が狭い所は車椅子が車と接触する可能性がある。路肩に緑の歩行帯がある個所もあるが、車椅子が通ると狭い。道幅の制限もあ
るのは仕方のない事とは思うが…。


28 40～49歳 非常にセンシティブなアンケートな為、コメントは控えさせていただきます。

29 40～49歳
福津市に限ったはなしではありませんが、商業施設でのエレベーターは週末など混雑している時、開くたびに満員でずっと乗ることが
できません。15分くらい待つことがあります。
健常者はできるだけエスカレーターを使用するように促して欲しい。身障者用駐車場につ
いても同様で、満車の時があります。本当に必要な人だけが、停めることができる仕組み作りをお願いしたいです。

30 40～49歳
問15 のところが大切だと思います。
障がい者の方がどんな事で困っているか、どんな事を手伝って欲しいか
、どんなボランティアがあ
るか、などの情報を集めて発信してくれたら、お役にたてる事があるかも。よりよい社会になるのかもしれないと思います。文章が下手
でスミマセン。

31 50～59歳
「障がい」と害を使わない配慮ありがとうございます。障がい者の方達に直接ふれる事は無いですが、障がい者を含めた雇用促進に
係る仕事をしている者です。身体障がいについては研究や支援が確立されている印象ですが、発達障がいについて、地方自治体行
政での支援の枠組みはどのようになっているのかなと思ったところです。

32 50～59歳
・在宅（遠隔）でも学びや交流の機会が得られたり、リモートワークが選択できるような支援、環境づくりが広がっていければと思いま
す。


33 50～59歳

・障がい者が活躍できる機会の創出

・周囲の理解を高める制度

・金銭的助成、補助

・ボランティアは無関心者には響かないので、理解者増幅の訴求力は弱いと思う。

34 50～59歳
ここで言う障がい者とは、車椅子の人とか盲目の人、身体障がい者だけを指しているような気がします。私は建設職人ですが、今の新
築物件とかはバリアフリー、多目的トイレ、点字歩道、駐車場も車椅子専用とか、設備的には充実していると思います。後は周りの人
のマナーによると思います。

35 50～59歳
ボランティアだけに頼るのも限界はあるので、障がい者の方が自立した生活や活動できるような仕組みを、準備することが必要だと思
います。例えば、交通手段の整備や道路の整備など。その上で、必要なところを人がケアしていくのが良いと思う。過剰なサポートは
不要だと思います。
障がい者を特別扱いすることなく、お互いに無理なく、共存できる街づくりを福津市には望みます。

36 50～59歳
ボランティアは、金銭的かつ時間的に余裕がないと出来ない。障がいのある方も、自立出来る位の賃金や障がい年金のような物を得
て欲しい。ビジネスであればもっと色んな手立てがあると思います。

37 50～59歳
以前住んでた所と比べると、ゆっくりくつろげる広い公園が少ない気がします。
小さなものはありますが。障がい者の方でも、小さな子
どもでも、ゆっくり楽しくつろげるようなのが、各行政区に2つ位あればなぁと思います。津屋崎の方は、結構あるように思う。

38 50～59歳 何かをしてあげる、という感覚ではなく、自然に生活ができる仕組みを構築することが大切。

39 50～59歳
家族や地域に押し付けるだけではなく、施設等も活用した両輪でベストな支援体制を構築する方が、プレッシャーもかからずゆとりを
持った関わりが持てるのではと考えます。

40 50～59歳 行政はこの問題について、どのような取り組みをしているのか分からない。
41 50～59歳 国の法的制度自体が間違っており、精神的障がい者を暗に作り出している。
42 50～59歳 市の取り組みには感謝しています。

90 



43 50～59歳
私から見て、日本は福祉に力を入れて、住みやすいように思えます。
障がい者だから、健常者だからと差別はなく暮らせていると私
は、感じていますが、思う所は人それぞれです。
誰もが住みやすい街作りを、私たち住民が行政に頼るばかりでなく、困っている人が
いたら助けあう気持ちになれるような地域を作っていきたいと思っています。

44 50～59歳

実際、普段から障がい者福祉について考える機会も目に触れる機会もほとんどありません。申し訳えりません。

広報だけではアピール
が足りないと思うので、学校や地域を巻き込んで何か授業やイベントをするとか、行政の施策をお知らせするチラシを配るとか、子ども
時代から目に触れる機会を作る。そして、その親にも目に触れる機会を作る。


というのはどうでしょう。

45 50～59歳 障がいの種類や程度に応じて、その人に適した学習や体験の機会が平等にあることは大切だと思います。

46 50～59歳
障がい者福祉の問題点は、単なる支援の不足だけではなく、社会構造や人々の意識に根ざしたものであるため、地道な啓発を継続し
て行い、裾野を広げることが必要だと感じます。行政としては障がい者が安心して暮らすための受け皿を準備する取り組みが優先と考
えます。

47 50～59歳
障がいの種類や程度の区別を認識した支援をしてほしい。ひとくくりに障がい扱いするべきではない。身内に視力弱者で周りの理解と
安全のために、白杖を持たせるか悩んだときに、防犯面を考えるとそれも怖いと頭によぎりました…。その辺も強化して欲しいです。

48 50～59歳
障がい者が感じていることがわかりづらいので、何が本当に必要なのかも疑問だし、行政が障がい者のために本当に必要な何をして
いるのかもわからない。

49 50～59歳
障がい者といっても、人によって障がいの内容も程度も様々なので、国や市が一律でできる対応には限りがあると感じる（もちろん必要
なことですが）。変に特別扱いするよりも、健常者と同じように接する方がいい人も多くいるはず。

50 50～59歳
障がい者に優しいまちづくりをするには、そのような優しい気持ちがある人を取り入れることが出来る行政の姿勢が大切になります。
古い体質の行政の考え方を早々に変えるべきです。良い継承は大切にして、変えて行かなければ行けないことは変えて行くべきで

51 50～59歳

障がい者の人は、障がい者扱いされる事をとにかく嫌がります。障がい者の為の～っていう肩書きが本当に本人にとって、かなりの屈
辱感を感じる事があるようです。要介護5の夫がいつも言っていました。障がい者の為のボランティア活動という肩書きも嫌がっていま
した。障がい者という表現をもう少しかえていけたらいいなぁって思います。障がい者イコール特別的な感じがかなり心の負担だったみ
たいです。介護経験がない人や家族に介護が必要ない人などは、どう接して良いかわからない人が、まだまだこの世には多くいらっ
しゃいます。一般の学校でも、そういう学びの機会があれば良いかといつも思っています。

52 50～59歳
障がい者福祉のことはあまり知らなかったが困っている人に優しい街であってほしい。
障がい者福祉とは違いますが、歩きタバコの方
が結構いて、小さな子のちょうど顔のあたりにタバコが来ていて、そういうのは見ていて不愉快でした。歩道での歩きタバコ禁止を願い
ます。

53 50～59歳
他の自治体では助成される内容のものが、福津市では助成金がないものがあります。
周りの自治体の良いところは、取り入れてもら
いたいです。

54 50～59歳

知り合いの子どもが、就職することになりましたが、給料があまりにも低くて驚きました。見習い期間だけなのかもしれません。しかも、
他にアルバイト等を掛け持つことを禁止されているそうです。

自立した生活を目指すべきなのに、これでは両親の援助なしには生きて
いけません。両親もいつまでも子どもの心配をしなければならないと思います。


就労について、もっと自分事として検討してください。

55 50～59歳
地域によって格差があり、不公平感を感じる。予算などもあると思うが、生まれた場所によって受けられるサービスに違いがあるのは
残念です。障がい者は大人になり、介護する親は高齢化していくので、安心して預けられる場所やサービスの充実をして欲しいです。

56 50～59歳 当事者や家族が望んでいるのかがわかるように、マタニティのような支援カードに
してほしいことが記されていれば
手伝いしやすい。

57 50～59歳
亡くなった祖母の片目義眼を筆頭に、同居・別居含めて、数名の（生活に支障の無い）軽度障がいを持つ家族がいる立場として、
障が
いを持つ人だけでなく、その家族のメンタルサポートも重要だと愚考します。
障がい者を支える家族が、気軽に相談できる行政窓口や
一般家庭に比べてかかる費用（バリアフリー化や補助器具）の補助金など、行政の支援体制をわかりやすく強化してほしいです。
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58 50～59歳
例えば、先日マクドナルドで知的障がいと思われる方が接客していました。
仕事が少し遅いので気分悪くする客もいましたが、障がい
を持つことが分かるようなバッジなど付けてもらえたら、逆に頑張ってるなと理解が進むような気がします。

59 60～69歳
いろんな障がい者の方がいらっしゃると思いますが、どう手を差しのべればいいのかがわからない。手伝いたいが、迷惑じゃないのか
とか考えてしまう。
でも、大切な人を亡くした今、勇気を出して声をかけて少しでも助けてあげたいと思います。

60 60～69歳
この設問の障がい者がどの程度の障がい者(軽度、重度等)を設定しているのかが曖昧なので、回答しづらい。
障がい者支援は、ちゃ
んとした制度(施策)で対応すべきてあり、ボランティアを頼りにすることが間違っている。
また、障がい者の方からの意見が最重要と思
います。


61 60～69歳
なかなか予算が厳しいなか、福祉サービスを充実させるのは大変だと思いますが、障がいのある人も楽しく暮らせる福津市にして欲し
いです

62 60～69歳 ニュースなどで、障がい者(児)のことを
見たことがありますが、身近に障がい者がいなかったため、いまいち実感がありません。

63 60～69歳 過度にならない程度にお声掛けをして、補助を希望されていれば協力する。
64 60～69歳 行政の福祉の取り組みが、具体的によくわからないです。

65 60～69歳
支援を必要と推察されるのに、その訴えをしない・できない方や、アプローチしてもご本人やご家族が支援を拒否されることがあると聞
きますので、一般の方たちへの啓発と併せて、当事者の方たちの、支援に関する理解の促進も大切だと感じます。

66 60～69歳 自分の仕事も忙しく、情報を見る余裕がない。
67 60～69歳 自分の周りに障がい者がいないので、障がい者福祉について、関心がないと言うよりは具体的な情報や行動の機会がない。
68 60～69歳 社会的配慮の意識が進むと良いと思う。

69 60～69歳 小さい頃からの教育や、共に過ごす事で、差別をしない気持ちを育む事ができると思います。
70 60～69歳 小さい時から偏見をもたせないように、学校だけでなく家庭と地域内で教育をしっかりする。

71 60～69歳
障がいがある人が幸せに暮らせる社会は、誰もが幸せに暮らせる社会。弱者に目を向けた社会作りが必要だと思う。特に教育現場で
は、分離せず小さい頃から身近に存在がある状態が相互理解のために必須だと感じる。

72 60～69歳 障がいを持たれている方も健常者も、今以上に住みよい街づくりをお願いしたいです。

73 60～69歳
障がい児の親御さんのしてもらって当たり前みたいな行動を見かけたり聞いたりすると、ちょっと疑問に思う事がある。
へり下る事は全
然無いし権利は行使することは当たり前なんですが…
。福津は行き届いていると感じています。

74 60～69歳 障がい者を外で見かける機会が少ない。

75 60～69歳
障がい者の人が何かに参加しようとしても、その移動手段が少ない。介護タクシーを頼むにしても、料金がかなり高い。映画を観たくて
も往復の介護タクシー代が高いので、容易に観に行けない。もっと移動時の補助（介護タクシーも含め）する仕組みを考えてほしい。

76 60～69歳
障がい者は必ずしも弱者では無いと思う。中には障がい者だから優先されるのが当然と考え、常識を逸脱した言動をとる人もいる。健
常者の理解も大切ですが障がい者に対する指導、教育も必要ではないかと思う。

77 60～69歳
直接身近に障がいを持った方と関わる機会が無いので、自分の中で障がい者福祉については希薄な部分がある。もし自分自身が何
らかの状態（障がい者）になった時に考えさせられる事の様に思える。

78 70歳以上

・自分も高齢になって、あれやこれやというのはできないのですが、困っている人を直に見たら何か手助けしたいとは思っています（自
分のできる範囲）。
・よく新聞は見ていますが、広報活動などで障がい者の方がこういうことで困っていますとか、こんなことがありましたというようなお知ら
せがあったら、それを知り、私達も良い方向に行動に移せたらいいなあと思います。

79 70歳以上
30年前、福津市が福間だった頃の出来事ですが、一家族の方が福間は障がい者に優しい所と聞いて引っ越してこられした。素晴らし
い事だと思います。いろいろな問題がおありでしょうが、頑張って下さい。

80 70歳以上
80歳以上の人にこのようなアンケートを無理があるので
、無作為に選別するにも除外してほしいと思います。本人に確認しながら代理
で送信していますので、無効の場合は削除してください。
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81 70歳以上

以前、障がい者の手続きをして頂きたく伺いましたが、障がいの内容を報告し、話し終えると申請されますか？どうされますか？申請さ
れるのであれば、聞き取りの為、調査員を廻しますけど、と言われ申請せずに帰宅しました。やっとの思いで行ったのに、なんだか悲し
く感じました。こんな方も何人かいらっしゃるのではないでしょうか？受付でそういうお話が出たら「すぐに調査員を廻します」と言って欲
しかったです。行政の方が大変なことは、少なからず感じておりますが。

82 70歳以上

障がい者・・・はっきり言って隠されている部分が多い。境界線を感じる。又、私共から離されているようにも感じること。自然体に接する
のは難しい。世間にも差別の目があるということ。親にとっては先が見えず、親御さんのケアも大切かなと思ってします。大変古い話で
す。今から30年程前、二人目が障がいの子供を育てている方にであったことを思い出す。何度か家にお邪魔した。夏に外で浮袋に水
を入れ、お互いの子供達を遊ばせたことがあった。子供達は笑顔がいっぱい見られた。まだそのお母さんも30代であった。話したとき
心に残ったことがある。私が「大変だね～」と声をかけると、帰ってきた言葉は「この子のおかげでたくさんの人と知り合いになれた」と
前向きな言葉だった。私はそれ以上言えなかった。その後会ったのは15年ぶりであった。体つきも大きくなられて、膝ついて畳を進んで
いた。覚えているのか良い笑顔を見せてくれた。あれから会えないが（私も転居）元気だろうか。

83 70歳以上
障がい者が出来る限り外出して、健常者と接する場所・機会を設定することが好ましいのではないでしょうか。そのためには、まずは公
共施設から障がい者が利用しやすい配慮を交流が深まることで、親睦が図られると考えます。

84 70歳以上 障がい者にも障がいの程度、個人差があり、また、その人のもともとの性格、個性があり、とても難しく感じてます。

85 70歳以上
障がいの程度に応じた施策が実施されているが、軽度である（と判断された）から支援が少なく、うまくいくわけではない。就労や日常
生活支援が思った以上にきめ細かくなされないと、本人がとても困っていると感じている。きめ細かな日常生活支援と社会参加が（就
労外でも）支援が必要と思う。

86 70歳以上
スーパーで車椅子の方を見かけたり、外を白杖を持った方がサポートを受けて歩いていたり、時々みかけます。そんな風に気軽に出
かけられる町であって欲しいと思います。障がい者に優しい町は皆んなにも優しいはずです。

87 70歳以上

特別な意識なく、同じ人間であり、一方的でなくお互いに得るものがあると普通に接する意識が大切。違う人間と感じることなく、互いに
ある所・ない所を相互に感じ合えることを大切に思う生き方をしたいと思っている。個人の権利を尊重し、他人事ではなく、出来ることは
行動に移せる心を持ちたいし、子供達にも伝えるつもりでいる。行政が弱者への取り組みを考えて欲しい。自身の家族に接する心で、
目の前に手を差し伸べることが出来る状況になった時、誰もが行動に移せる社会を望んでいる。若い市長に様々な福津市で結果を出
して欲しい。

88 70歳以上 もっと共生できるように、参加型プログラムを多く作成して欲しい。

89 70歳以上

若い時は何かしら役に立てることがあれば・・・と思っておりましたが、今は「皆さんに迷惑をかけないで一日一日を無事に過ごせる様
に」という思いでがんばっております。年を１つ取るたびに「自分で出来ることはやる」という気持ちでがんばっておりますが「どこ迄やれ
るか」挑戦ですね。自分の事ができる間に、お迎えが来てくれる事を願っております。年を取りますと「他人様の事より、皆さんに迷惑を
かけない様にする」ということだけで精一杯です。申し訳ございません。

90 70歳以上 各自が意識を持つことの重要性から、より広範囲の啓発活動が必要。

91 70歳以上
眼の障がいを持つ親族がいるのですが、今はボランティアの方や、色々な施設での活動がしやすくなってきていると感じます。障がい
のある方達の声をもっと聞く事により、より細かいところでの不自由さが軽減されるのではないでしょうか。

92 70歳以上 個人情報保護法が足枷になって、深入り出来ない場合もあるような気がする。
93 70歳以上 行政が、福岡市や北九州市の障がい福祉の特化している所をもっと視察して学ぶべきだと思います
。

94 70歳以上
障がいの人が1人だけでも自立して生活出来る環境の拡充､そして世の中で孤立しない場所の提供が必要と思う
。障がい者も､健全者
も皆んな生きて行くのは大変ですが､前向きに助け助けられて生活出来たらと思ってます。

95 70歳以上 障がい者が住み良い町づくりをして欲しい。
96 70歳以上 障がい者やその家族は、それぞれ頑張っているので、もっと暮らし易い工夫が欲しい。
97 70歳以上 障がい福祉に関心を持って生活したい。
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98 70歳以上
発達障がいの孫が小学生です。書字障がいでノートを取れず不登校になりました。なぜタブレット等文明の利器があるのにも関わら
ず、教育委員会の許可を取るという手続きを踏まないと、使うことすら許されないのか理解できません。

99 70歳以上
福間小校区の住宅地は、狭い道路が多いのに、一方通行の道路は少なく、車の通行が多いので、一般の歩行者でも危険を感じること
が多い。
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